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新校歌制定の経緯

渋高校歌『自由の子』の歴史は、昭和23年、旧制渋川中学校から新制渋川高等学校に変わるとき、心機―

転、校歌も時代を反映した新しいものにしようという声が当時の生徒会を中心にあがったときに始まります。

その声に賛同し、協力してくださったのは当時職員をしていた宮本篤先生で、当時すでに大詩人であった佐

藤春夫先生に作詞を依頼したいという生徒達の考えを実現してくれたのです。

佐藤先生にお会いした宮本先生は「生徒が集めた1万数千円のばら銭を袋に入れて『お恥ずかしいが、お

金はこれだけしかありません。生徒達の熱意に免じて是非校歌を作ってください』とお願いしたところ、余

りの世間知らずにびっくりなさった様子だったが、やがて感動の面持ちで『尊く美しいことです…お引受け

しましょう』と承諾していただいたときは涙が出るほどうれしく有難かったかった…。生徒達のあの純粋な

気持ちが無ければ大下宇陀児氏の紹介があったにせよ決して引受けては呉れなかっただろう」 (『渋高50年

史・下巻』
*1107ペ ージ)と 、述懐されています。

そして、作曲者は佐藤先生の紹介で信時潔先生に決まり、昭和27年 1月 、ついに私たちが歌っている校歌

が完成 したのです。

新校歌制定記念発表会における生徒代表祝辞

群馬県立渋川高等学校新校歌制定記念発表会
Ⅲ2に、多くの名士と共にその祝辞を述べさせてもらえること

ができるのは光栄であります。終戦後早や 7年、旧日本帝国は無謀なる侵略を起こし、その結果文化は破壊

され、社会機構は混乱し、人心・動揺は筆舌以上のものがあったことは、我々、歴史的時代に、人生に於い

て最も感受性の強い青春期を過ごしてきた現代青年は、自らの経験をしみじみと味わって来た所です。

社会的混舌とは、いやがおうでも此の静しゅくなる学園にも染み込んで、学生の動揺も又、余りにも良く知っ

て居る如き物でありました。

学生の動揺の原因は多々発見できるでしょう。併し渋川においては、校歌がなかったと云うことが一つの

原因ではなかったでしょうか。

渋高として一つになることが出来なかったことは、色々な障害を引き起こしました。校歌がなかったから

こそ、渋高を意識することも渋高団体生活の味を感ずることも出来なかったのです。

今、我々は絶大なる喜びのうちに新校歌発表会に参加することが出来ました。この校歌は我々の手によっ

て出来たものであります。この事実は永遠に我々の誇りとなるでしょう。この校歌は我々自身のものです。

よって我々はこの校歌の精神にそむいてはなりません。諸君、校歌を口ずさんでください。渋高全生徒の熱

と意気とが表れて居るではありませんか。

自由の子 民主の民 新しき文化の國に 我等生く ひたすらに真理をさして
諸君、さあ歌おう。声のあらん限り歌いましょう。この歌声は、日本至る所に居る我々先輩に通ずること

でしょう。手を組み合って渋高生は前進していることを、この歌声に乗せて、我々の大先輩と無数なる後輩

につげようではありませんか。

最後に、私は渋高生代表として、此の新校歌を作って下さいました佐藤、信時両先生に心から感謝致しま

す。又、此の発表会に当たり、中央より我々のためにわざわざおいで下さった柴田、小林
Ⅲ3両先生に感謝致

します。

さらに、此の日の感激の陰に数知れぬ努力を惜 しまなかった縁の下の力もちとも云 うべき先生、並びに生

徒に心から感謝致 します。

群馬県立渋
'II高

等学校生徒代表 木暮  幸一

費145ページから50ページにも校歌制定の経緯が詳しく記されています。
★2昭不円27年 1月 15日
★。東京芸術大学・柴田陸陸先生、女流作曲家・小林福子女史
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歴 代 校 長

5代
高 見 勘次郎
昭和6年 7月 ～昭和16年 3月

6代
長 岡 禎 利

昭和16年 4月 ～昭和18年 4月

7  +t

小 林 熊 光
昭和18年 4月 ～昭和20年 3月

8代
平 野 武 夫

昭和20年 4月 ヽ昭和25年 3月

9代
狩 野 道 美

昭和25年 4月 ～昭和33年 3月

ム
ロ

代

徳

２

四幸湯由
バ

代

九

初

原杉
3  tt

樋 口 安一郎
大正14年 10月 ～昭和3年 3月

4代
中曾根 都太郎
昭和3年 4月 ～昭和6年 7月大正9年 3月 ～大正12年 3月   大正12年 3月 ～大正14年 9月

 ́ ―

,定日寺補」
閉校記念式典

定時制閉校記念碑

10 代
井 関   保
昭和33年 4月 ～昭和35年 11月

11 代

小 池   な
昭和35年 11月 ～昭和40年 3月

12 代
竹 園   一
昭和40年 4月 ～昭和44年 3月

13 代
飯 塚 二 郎

昭和44年 4月 ～昭和46年 3月

14 代
梶 原 堅 二

昭和46年 4月 ～昭和51年 3月

定時制授業風景 15 代
水 穴 再 喜

昭和51年 4月 ヽ昭和55年 3月

16 代
イ田     和  朋
昭和55年 4月 ～昭和58年 3月

17 代
原     弘
Π目和58年 4月 ～昭和60年 3月

18 代
入 高   進
昭和60年 4月 ヽ昭和62年 3月

19 代
荒 井 英 一

昭和62年 4月 ～平成元年3月

F ―イ

<¥>  電慧渉 式 苺滋>>
代

夫
２０
村中

21 代
北 爪 蔵 次

平成5年 4月 ヽ平成7年 3月

22  +モ

今 井 郁 男
平成7年 4月 ～平成9年 3月

23 代
板 倉 美知久
平成 9年 4月 ～平成12年 3月

24  +t

冨 田 祥 男

平成12年 4月 ～

定時制教室の灯り

腕爾

平成元年4月 ～平成5年 3月
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露
創立80周年記念事業実行委員長 (同窓会長) 堀  江  明 朗

我らが母校渋川高等学校の前身である渋川中学校が大正14年 3月 に、第 1回の卒

業生を世に送り、以来80年の風雪が校庭の桜の幹に歴史の重さと年輪を刻んだ。

渋高同窓会では平成 9年 6月 7日 の総会で80周年記念事業についてのお願いと決

議をした。

平成10年 6月 6日 の総会で「80周年記念事業検討委員会Jを結成し、同年 9月 5

日以降は「80周年記念事業実行委員会」として準備を進めてきた。

さらにこの機会に80年の歩みを記録にとどめるべ く、記念誌部会を設けて記念誌

を発刊することになり、記念事業の集大成として、このたび『榛嶺―創立80周年記

念誌―』発行に至った次第である。

教育の府として母校渋高は永遠であり、これと共に存在する同窓会もまた同じで

ある。80年の長きにわたり、先人諸兄が大きな遺産として血と汗で遺してくれた今

日の渋高あるいは同窓会は、我々の手によってより立派なものとして発展させ、後

に続く世代に遺し伝えなければならないのである。

この記念誌も次の100年、200年の第一歩、礎になるものと考える次第である。

大正、昭和、平成にわたる激動期を時代と共に生き抜いてきた渋高は、約 2万人

の卒業生を社会に送り出し、それぞれの分野での活躍が、渋高の評価を高め、母校

発展の原動力となっていることは疑いのない事実であり、この80年 にわたる卒業生

の足跡を改めて想起することは渋高人として意義深いことであろう。

もとより同窓会の企画であるが、同窓会が卒業生と母校を結ぶ組織体であり、母

校愛の下に個々の卒業生を結集して親交を深め、渋高意識を通じて母校を支援賛助

することを目的とした団体であれば、この歴史をたどると共に過去の足らざるを覚

えつつ21世紀にむかって全卒業生の結集を目指し、母校の発展を願って理想に通進

する同窓会でなければならない。

本誌が、80周年に当たり、温故知新の古訓にあるごとく、初心にかえって母校翼

賛の情熱を燃やすために、何らかの稗益するものがあれば、望外の喜びである。

なお、本誌発干Uに当たっては、記念誌部会員各位およびPTΔそして事務局の方々、

さらに編集を委託した上毛新聞社出版局の方々等々に多大な努力と尽力をいただき、

その熱意により上梓できたものである。

ここに改めて各位に深甚の敬意と謝意を表したい。

終わりに全渋高関係者のご健勝とご多幸を祈念し、より多くの方々が全員参加の

同窓会に結集されんことを′し、から希望して刊行の辞に代える次第である。

初 代
中曽根 満寿雄
大正14年卒 (旧  制 1回 )

2  4t

角 田 儀平治
大正14年卒 (日 制 1同 )

7代
佐 藤   直
昭和9年卒 (旧 制 10回 )

12 代
堀 江 明 朗

昭和27年卒 (全日制 4回 )

3代
狩 野 半 平

大正15年卒 (旧 制 2回 )

8代
神保(青木)俊二郎

昭和17年卒 (旧 制18回 )

4代
飯 野 藤 好

昭和2年卒 (旧 制 3回 )

9代
川 崎 富 三
昭和19年卒 (旧 制 20回 )
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北 村 央 吾
Πg和 4年卒 (日 制 5回 )

6代
真 下 玄 永

昭和8年卒 (旧 制 9回 )

″ヽ〕  ょ

ミ診

■    て、こ、

,   コⅢ  Ⅲ

一
　

　

螢

Υ
寸

で
ふ

1工＼

10 代
大 塚 修 平
昭和24年卒 (全日制 1同 )

11 代
石 原 尉 行
日g和24年卒 (旧  制 25回 )

歴代PTA会長

代 氏  名 在 任 期 間 代 氏  名 在 任 期 間

初

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

鈴 木 国 彦

増 田 彦 七

由  利  太  貞呂

真 下 玄 永

木 暮 武大夫
佐 藤   直
浅 見 四 郎

)H島  尚
川 崎 富 三

大  塚  修  平

榎 本 清 茂
]可  鳥  一  真焉
羽 仁 素 迫

′lヽ  イ美」 光  平

日召不日22年度 ^ヤ 昭和28年 ,支

昭不日29年度 ― 日召不日32年度

昭不日33年度 ^ヤ FttTヽ日36年度

日召不日37年度⌒ヤ昭イヽ日40年度

日雷不日41年度 ^ヤ H召不日43年度

日召不日44年度⌒ヤH召不日46年度

日召不日47年度⌒ヤ昭不日49年度

日召不日50年度

日召不日51年度 ^ヤ 昭不日52年度

日召和 53FF握韮̂ャ 日召不日54年燿誕

日召不日55年屋圭̂― 日召牙ヽ日56と拝,]韮

日召不日57年度

日召不日58年度

日召不日59FF握差

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

橋 本 光 彦

斉 藤   修
石 附 周 行

角  田   登
都 九 博 行

堀 口 靖 之

福  田   肇
堀  口 勝  弘
中 野 具 昭

高 塚   茂

梅  山 政 道

鴻 田 直 宣

梅  滓    明
中  木寸      角と

昭不日60年度 ^― 昭不日61年度

日召不日62年度

昭和63年度～平成元年度

平成2年度

平成3年度

平成4年度

平成5年度

平成6年度

平成7年度

平成8年度

平成9年度

平成 10年度

平成 11年度

平成 12年度～

二



記念誌の刊行を祝って

校 長 冨 田 祥 男

このたび創立80周年を記念して Fオ茶嶺―創立80周年記念誌―』力乎J行されました。

これを機に本校や教育の歴史をぶり返ることは、来るべき90周年、さらには100周

年という我が使の将来像を考える上で、大変意義深いものがあると考えております。

国土が狭く資源の乏しいわが国が国際的に現在の地位を獲得しえたことには、教

育の力が大であったと、今日では誰もが認めています。しかしまた一方で、青少年

の凶悪犯罪や社会的エリートたちによる不祥事などが頻発し、大きな社会問題にも

なっています。

これらの問題への姑応とともに、21世紀の国際社会の変動や環境問題を考えた場

合、独創性豊かな知価産業や付加価値産業の振興を図ることが、日本にとって必要

となってきます。ここにこそ、新たな学校教育が果たすべき使命があるのです。

そのために、学校自身がこれまでの横並び主義や偏差値中心から脱却して、教育の

中身やシステム、教育課程などを見直していく必要がありましょう。

創立以来、本校からは約 2万名の卒業生が巣立ち、政・財界をはじめ教育・文

化・スポーツ等各般にわたり、饉管の活躍をしていることはご案内のとおりであり

ます。

80周年事業は、現校舎における最後の大きな事業となります。

県当局や同窓会関係各位等のご尽力により、本校は、平成13年度から現校地にお

いて、校舎の全面改築という大建築事業が始まり、15年度から、生徒たちは新装成

った素晴らしい学舎で学ぶことになっています。

今回の記念誌は、創立70周年以降の年譜、同窓諸兄の母校への想い (寄稿文集)

がその主たる内容であります。それは、まさに「渋高健児の青春譜」であり、北毛

の要たる木校の「歴史書」ともいうべきものであります。

この記念誌を手にしたとき、渋中、渋高で学んだ誇りや喜び、先輩・後輩とのふ

れあいがよき思い出となって沸きおこり尽きることはないでしょう。また、本校の

歴史から今日に生かせるものを見いだしていただけるものと自負するものです。

終わりに、『榛嶺―創立80周年記念誌―』が関係各位のご尽力により、刊行の運び

となりましたことに心から感謝申し上げるとともに、同窓各位が今後ますますご健

勝でご活躍されることを祈念いたし、ごあいさつといたします。

|

‖

時 の流 れ

PTA会長 中 本寸   勉

創立80周年、心よりお祝い申し上げます。PTAで再び母校へ行くようになってか

ら、校門を入つて自然と足が向かうのはテニスコートです。在学中は、佐藤次郎の

胸像の前でボールが見えなくなるまで仲間と練習に明け暮れたものです。30年以上

の時が流れた今、その当時の仲間の2世たちも同じコートで汗を流し、頑張って素

晴らしい結果を出してくれています。私と同期である篠原君の長男、和隆君が、中

島君と全国インターハイで準優勝という活躍をしてくれました。国体少年の部では、

保科、岩崎、新保君たちが全国に渋高の名を轟かせてくれたことは、記憶に新しい

ところです。私も地域の少年団で小学生とソフトテニスを毎週やつておりますが、

健康で情熱の続く限り、かかわりあつていきたいと思う今日このごろです。

大正、昭和、平成と時代が移り、その時々の思想や世相は大きく変化してきまし

たが、校訓である「質実剛健」「堅忍持久」の精神は、「文武両道」を目標とする渋

高健児の心の支えとして、80年の長い間脈々と受け継がれてきたのではないでしょ

うか。

今日のめまぐるしく変化し続ける社会にあって国の内外でさまざまな問題が起こ

っています。国内にあっては、家庭や学校、社会において日本人としての資質が問

われるような事件が多発しております。戦後日本は豊かになったといわれますが、

真の豊かさとは何かを改めて考える必要があるように思われます。

これから何かをやろうと燃えている若人の表情はいいものです。平成 4年に「県

高校総体総合 2位」に輝いた当時の生徒たちの表情は実に素晴らしかったでしょう。

自分を信じて決断をし、表現をすることが若人の行動の原動力ではないでしょうか。

未完成の若人には完成へ向けての活力が秘められています。校歌にあるように「自

由の子」「民主の民」として大地にしっかりと根を張って、これからの時代を見据え

る、明るく懸命な渋高健児が、大樹となることをPTAを代表して在校生に望みます。

80年 という歴史の重みは、教職員各位のご尽力と、同窓生、PTA皆様のご努力が

あったらこそと深く敬意と謝意を表したいと思います。今後も本校の発展を皆々様

と共に、心をひとつにして願うものです。

言葉整いませんが、『擦嶺―創立80周年記念誌―』の発刊をお祝いし、祝辞といた

します。



祝

で 教育振興会長  櫻 澤     功

西暦2000年の記念すべき今年、『榛嶺一創立80周年記念誌―』発刊を心よりお祝い

申し上げます。

一口に80年 と言っても、在校生はもとより、卒業生、教師、関係者の心血を注い

だ情熱と努力があったからこそ今日がむかえられたものと、敬意を表する次第であ

ります。

私も、本校を卒業して早 30年余がたちました。思い起こせば私が入学した当時は、

木造校舎とコンクリート校舎が同居 し、風情のある講堂があったことを記憶してお

ります。運動部の部室においても、入学当初は校舎東側の陽の当たらない薄暗い所

にありましたが、校庭南に移転し、今では校舎北側に立派な建物になっているのを

見ても、時の流れを感ぜずにいられません。部活動に精力を傾けた多感な青春時代

を過ごした渋川高校も、今ではハード面、ソフト面において当時とは比較にならな

いくらい充実しているのを見ると感慨深いものがあります。

現在、凹 A役員、教師の中にも、同年生ゃ同時期を一緒に過ごした先輩、後輩が

多数いて活躍していることは心強く、また、頼もしく感じている次第であります。

さて、21世紀を来年 (あす)にひかえ、今日大きな構造的変革期を迎えておりま

す。学校教育においても教育改革が推進されており、生徒一人ひとりの「個性」や

「能力」を尊重しながら、国際化、情報化、少子・高齢化等、社会変化や地球環境問

題などの今日的な課題に主体的に対応できる能力を育成していくことが求められて

います。

北毛の雄、渋川高校においては、「質実同1健」「堅忍持久Jの校訓のもと、時代に

即応出来る人材育成にますます邁進することと確信しております。

先輩諸兄におかれましては、母校と後輩に対しまして特段の御支援、御協力をお

願い申し上げます。

さらなる10年 に向けてますます発展することを願い、関係各位に対し御礼と感謝

を申し上げ、甚だ言葉整いませんが、『榛嶺‐創立80周年記念誌―』湯舒Jの祝辞とい

たします。

辞【ヽ
・
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創立80周年記念事業実行委員長

校長

PTA会長

教育振興会長

堀江明朗

冨田祥男

中村 勉
櫻澤 功

母校への想い 同窓生からの寄稿文集

北毛の雄 この10年間の歩み

学校の沿革……… 1・…………………………………

年表 (70周年以降)…………………………………

進路の記録……………………………………………

特別活動の顕著な成果………………………………

新聞記事・写真で見る渋高の活躍…………………

資料・学校現況等

現教職員名簿

卒業生数……

学校現況………

指導方針………………………・

職員組織………………………・

生徒の状況……………………・

歴代生徒会長…………………・

学校施設………………………・

年間行事予定…………………・

入学者教育課程表

創立80周年記念事業実行委員会名簿

7

●…●中●…Ⅲ… 155

・‥・―。―・… 156

・…Ⅲ…・・・・… 157

-● ―●中●中, 157

…………●中0 158

103

105

107

113

123

133

153

159

163

―。… 160

……。 161

……。 162

………。 166

編集後記



ゆ 喀

_各 な

_ヽ f

■ヽく 隷

ゝ
‐

ヽ

一ヽ

―
ー
―

― 母校へ0想い
同窓生からの寄稿文

癬

＝

一麟

．
I

群

俗 1~

い
溶 ―崇

√
｀

Ｉ
ｉ
慈

　
ｉ



、
一

ト

綸 ぜ 象

県立渋川中学校 (旧制)第 1回卒業記念写真 (角田員三郎氏蔵)

旧制中学 1回卒  岸   恒  雄

この文章は、創立70周年の「渋川高校新聞」特集号

より冷
'本

人の意向に従い、そのまま転載したものです。

まえがき

昭和41年、この年は、私の最後の勤務校である大田高

校の校長として、主宰した同校の創立Ю周年記念式典を

挙行した年である。はしなくも、本年母校の創立70周年

に当たり「学校新聞」に寄稿を依頼されたが、時の巡り

合わせに感慨無量を禁じ得ないものがある。

「県立」渋川中学校の誕生

大正 9年、郷上の先覚の卓見によって渋川中学校が開

校された。当時の旧制中学が、大方前橋中学の分校とし

て、或いは町立として開設されたのに対し、わが渋川中

学校は、生まれながらにして「群馬県立」として設立を

みたことは、地域の要望に応え、その存在に将来の期待

をかけた証左に他ならないと思い、その識見に敬服した

いと思う。校歌にある「黄金の鶉」は、斉藤勘二先生の

考匠であり、白線三本の帽子は、共に生徒のシンボルで

あった。

恩師の面影と指導精神

初代校長として任命されたのは、杉原九郎先生である。

先生は、時の群馬県知事大芝惣吉の嘱望によつて、前橋

高女校長から転補されたときいていた。東京帝大出の山

口県人であり、体身区小なりと雖も眼光火岡々 として人を射

るの観があった。今に伝わる校訓、「質実岡‖健Jは同校

長の唱導するところであり、私たちは、終始一貫、この

指導精榊によって教えられ、鍛えられた。常々、「君等

は第 1回生として渋中100年 の基礎を創るのだJと諭さ

れておられた。三大節式典の日は、文官大礼服を着用し

て、校地の北東隅に在った公舎から北の正門を通 り、

「人力車Jで出勤されたのは、蓋し偉観であった。

ところで、教科課程は一応編成されていたと思うが、

先生は、数学も教えれば英語も教える。地理を教えると

思えば図画も教えるといった有様であった。漸く専門教

科を専門に教えていただけるようになったのは、第 3年

を迎えた頃と記憶している。

第 2代校長は、大田中学の教頭から着任された湯浅徳

治先生である。大田中学第 3回の卒業生で広島高師出身

で数学を進んで教えられた。体場区堂々として圧するの感

があった。指導法にも卓越されていたが、前校長と対照

的に「学力向上」に意を注がれた。

私たちクラスの優秀な者が 3人、四年修了で上級学校

に進学した。即ち角田儀平治君が旧制仙台二高に、吉田

徳次君が東京商大予科に、九岡茂雄君が陸士予科にと4

人受験して 3人が見事合格した。進学率75%、 営に県下

随一の合格率を示した。近年母校の諸君が年々大学進学

の成果を挙げていると聞き喜びに堪えないが伝統の発祥

を思いうかベー層の精進を願って已まない。

ここで大正14年卒業の年上級学校に進学した在京の者

によって組織された「止水会」に就いて触れておくこと

にする。在学当時、国漢の先生であられた本間健治先生

が、攻玉社中学に在勤中機関誌「明鏡Jと 共に命名され

たもので私たちが交互に幹事として編集に当たった。現

在の東京支部の源泉とも言えよう。余白がないので詳細

を記し難いが当時の恩師の名だけを挙げておこう。歴史

の新井信示教頭、英語の徳山慶三郎、国漢の長尾輝景、

生物の岸三郎、地理・図画の斎藤勘二等々 (敬称略)。

入学訓験と校友会活動

入学後、速くに組織された校友会は、それ自体生徒の

自主的活動の母体と考えられ、会則の作製、運営等生徒

をして為さしめたのは、今日思えば卓見と言う可きであ

ろう。

初めての入学試験は、4月 に行われたが、前橋、高崎、

碓氷、佐波等から応募があり、定員50人 に対 し志願者

200人 に奈々とする厳 しい関門であつた。科目の一部に

毛筆での解答を要求されたのも今は昔。寄宿舎の建設が

成る迄、遠方出身者の一部は、真光寺の庫裡に厄介にな

ったようであつたが、その後高崎中学等に転校していつ

た。佐藤次郎選手が入学してきたのは、それから2年後

で、高橋新次君と組んで県下にその名をはせた。私は剣

道部に属していたので、万能であった彼をして入部させ

ようと勧請したことがあったが、成功したら彼はウイン

ブルドンには行けなかったことになる。先輩がいなかっ

た私たちは、 4年生を先頭に何時も県下大会、関東大会

車 創 期 の 母 校
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に出場を余儀なくさせられたものである。

戦後、学校は中学から高校へと様変わりしたが、勉強

も厳しかったが運動競技も豊かに楽しくやってきたと懐

かしい思い出が残っている。

間借り教室と校舎校庭

凡そ、学校が新設される場合、既存の教育施設、寺院

等を問わず殆ど聞借 りから始まるのが通例である。木造

の渋川北小の東端 3室がそれで職員室、教室、柔道場で

あった。待望の新校舎が現在地に建設されたのは大正10

年で剣道場でもあった控室、寄宿舎、講堂等が整備され

たのは、それに続いてのことであった。木造校舎の表玄

関に植えた記念の松は、六本松から大入車で運んできた

ものであり、指揮官は古稲善太郎教官であった。吾妻川

原からの砂利逗び、校庭の石拾い等々退しく建設の仕事

に汗を流したのも思い出である。

あとがき

私たち、入学を許可された者50数人、卒業した者四修

を含め36人、大半を失い現存する者僅かHtt。 最年少17

歳 0カ 月で卒業した私も既に82歳 を過ぎた。記憶の衰え、

記述に正鵠を欠くもの多々ありと思うが術もない。

先ごろ、教え子から一幅の軸が贈られた。「老膜伏櫃

志在千里、烈士年暮壮心不己Jと 。諸君は、母校創立70

周年に際会し、徒らに時の永きを誇ることなく、自己の

大成に精進されるよう念願するものである。

―
質実岡」健をモットーに

一
十日制中学 2回卒 堀 口 吉 七

私の渋中時代は、大正10年から15年で、その間の世相

は、第一次欧州大戦が終わり、国際連盟が発足 し、入学

した年の11月 には、原敬首相が暗殺され、また日英同盟

条約は終了となりました。次の年には、ワシントン海軍

軍備制限条約、中国に関する 9カ 国条約の調印があり、

次の年にはメー トル法が実施されました。 5年生の時、

中国では孫文がなくなって、蒋介石が後を継ぎ、北伐が

開始されました。国内では治安維持法が公布され、学校

に陸軍現役の将校力消己属されることとなり、衆議院選挙

法が改正され、男子普通選挙が実現しました。

渋中は大正 9年創設されましたが、それまでは渋川近

郷の人たちは高崎、前橋の中学へ電車等で通学していま

した。私の姉 3人は高崎まで通学しましたが、私の時に

は渋川に中学校が出来たのでとても嬉しく、早速応募し

ました。募集人員50人でしたが、応募は200人近くあっ

たと思います。入学者は高小修了者の方が小卒より多く、

渋川町内より、近隣市町村の人たちの方がずっと多い構

成でした。新校舎はまだ出来上がらず、北小学校東校舎

東端の教室で授業が行われました。 4月 末には新校舎が

落成 し、8,000坪の広い敷地に木の香 りもかぐわしいlo

教室 2階建ての校舎、100坪の雨天体操場、校長官舎、

済美寮と称する寄宿舎、そして軽石だらけの広い運動場

に私たちは引っ越しました。校庭は樹木もなく、軽石ば

かりで、人の行かない所は雑草が生い繁り、私たちは放

課後、バケッを持って軽石を拾い、もっこをかついで整

地作業をよくゃったものです。雨風が吹くと、翌朝には

また軽石がいっぱい出てきて、いつ呆てるともなく軽石

拾いは在学中の 5年間ずっと続きました。

校長の杉原九郎先生は山口県の士族出身で、小躯では

ありましたが、眼光鋭く古武士の風格を備えておられ、

渋中を立派な校風を持った学校にしようと念願され、

「質実剛健Jを モットーに、渋中の将来は諸君の洸肩に

かかつている、と激励されました。そんな訳でわれわれ

同級生の間に裸足が流行し、冬でも履物をはかない、裸

足のまま校庭に飛び出してフットボールやテニスをした

り、数キロある学校への往復も裸足という人もいました。

冬でも教室には暖房用の火鉢を入れないというのは、質

実剛健の気風です。現代の女学生が真冬でも腫を出して

歩くのとは訳が違う。

また、岡!健旅行というのがあり、 1年の時は学校から

赤城山頂まで 1泊で徒歩で往復をし、翌年には草津まで

徒歩で往復旅行をしました。とても暑かった。最後の修

学旅行は金沢でしたが、そのころは不況で修学旅行費の

積立てが出来ず、旅行に行けない友人が幾人かいまし

た。

先生で想い出されるのが、国漢、歴史の本間健治先生。

温厚篤実、よく生徒の面倒を見て下さいました。私の家

の裏にお住まいでした。漢文の長尾輝景先生。書を書い

ていただき、今でも額に入れて私の家に飾ってあります。

英語の徳山慶三郎先生。「イングJの愛称で生徒に親ま
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れていました。博物、音楽、体操の岸三郎先生。好学の

努力家で目をパチパチされる癖があるので「パチ」と言

われていました。配属将校の古稲先生。軍事教練で厳し

い指導をいただきました。皆、立派な先生だったと今想

い出します。友人では敷島の狩野半平君、石北災君、今

成善文君、亘博君等々忘れられない友ですが、皆、鬼籍

に入ってしまいました。 1年後輩ですが、佐藤次郎君は

スポーツ万能選手で、なんでもよく出来ました。特に庭

球は同期の高橋新次君と組んでしばしば県大会で優勝さ

れ、渋中庭球部の基礎を築かれました。四修で早大に入

学され研鑽されて世界的な大選手に成長されました。当

時世界第 3位で、デ杯戦出場途中、印度洋で大折された

のは誠に惜しまれます。

卒業の時、徳山先生が、「誰かこの中で将来講堂を毎

付する者がいるか」と問われた時、「ハイ、私がやりま

す」との気l'九 をもっていましたが、その時は黙ってこら

えました。その思いはずっと後まで続き、昭和58年でし

たか体育館が新築された際に、グランドピアノを寄付す

ることが出来ました。講堂の寄付には及びませんでした

が、ひとつ学校にご恩返しが出来たと思っております。

私は91歳になりましたが、母校で鍛えられた質実剛健

の根
′
性を忘れることなく、今でも毎日会社に出勤し現役

でやっております。友人たちは 1期生で 2人、 2期生が

私を含めて 2～ 3人が残るのみとなりました。私たちは、

その後に続 く後輩たちを含めて、大望、即ち、「金鶉輝

く中学として、僕らは毅然と立つ也。我が母校」との気

概をもってやってきました。多くの有能な人たちが戦争

でなくなりました。後に残った私たちはへこたれること

なく、先輩に恥じることのないよう頑張りたいと思いま

す。戦争に負けたからと言って、いたずらにペコペコす

ることはありません。中国にどんなに脅かされても自己

の信念を曲げず、毅然として自己の信念を主張する台湾

の李登輝さんは立派です。あの方は若い時日本の教育を

受けた方です。

日本人がしっかりすることが、アジアの、世界の平和

と安定、そして繁栄につながることです。そのように生

きることが、祖国のためになくなった戦友たちに対する

私たちの役目だとフ思います。80年たった今、母校の庭に

立つと軽石だらけだった庭はすつかり整備され、幾多の

有能な青年たちを長い間育て続けた母校に感謝の念がわ

きます。これからもこの母校はしっかりと生き続けてゆ

くでしょう。80周年おめでとう。

最後に私の処世訓を記します。

1つ、親に孝行しなさい。

2つ、ちょっとやそっとのことで、へこたれない身体

と筋金の入つた根
′
陛をつくり上げなさい。

3つ、自分の仕事に没頭し、精一杯働きなさい。

4つ、無駄を省いて貯金しなさい。

5つ、御国のため、郷土のためには、分に応じた散財

をしなさい。

毎日、朝夕、御先祖の霊に感謝し、以上の事を誓い、

今日一日をしっかり努めなさい。明日も努めなさい。明

後日もまた、努めなさい。

半月、1カ 月、半年、そして 1年、 2年、 5年、10年、

そして20年、30年、40年、50年、60年、死ぬまで務め続

けなさい。

この行事、一隅を照らす立派な人生の一生です。

渋川高等学校と私

十日制中学 4回卒 土 屋 敏 夫

旧制県立渋川中学校に入学 したのは大正12年 4月 で

す。定員が100名 になった次の年なので高崎金古方面よ

りの入学者もあり友人も多 くなり楽 しい学校生活でし

た。

昭和 3年、卒業と同時に群馬県師範学校本科第 2部に

合格し、昭和 4年 3月 、同校を卒業し吾妻郡沢田小学校

に赴任し、同校に2カ 年訓導とし勤務。昭和 6年 4月 よ

り母校渋川小学校に転任し、昭和21年 3月 長尾小学校に

移るまで同校に16年間勤務でした。その間 6年生の担任

が多かったので受験生も多く渋高に入学した者も特に多

い。戦時中は高等科生を引率、関東製鋼工場に出動 2交

替制で、午前の部 2時間、年後も同じで、生徒は毎日2

時間しか学課の勉強が出来ないので進学希望者は夜私の

自宅で特訓指導し受験させました。

この間の教え子は現在それぞれ社会で活躍 していま

す。

私の家庭では渋高卒業生親・子・孫の3代渋高の卒業

生です。先般同窓会より表彰していただきました。

渋高同窓会の記念行事の際は、委員として募金を集め



るのに協力致しました。

平成 6年には「渋中渋高校歌碑Jの歌詞の揮墓を依頼

され大任を果たさせていただきました。これは私にとっ

て一生の記念となりました。

私は榛東中学校校長まで義務教育に41年間、退職後渋

川教育委員会社会教育指導員 2年、私立渋川家政専修学

校講師として満10年間勤務で、70余年教育に関係しまし

た。

榛名女子学園の篤志面接委員として平成H年まで30年

間となります。先般法務大臣より感訪‖犬と記念品を賜 り

ました。

現在満89歳です。私は教育関係の一生でした。

現在も渋川市並木町に在住しております。朝夕犬を連

れての散歩で渋高の周囲を散歩しております。私の入学

当時若木だった桜も老木となりながらも、毎年美しい花

を咲かせており、校庭での若者たちのテニスの音を聞き、

運動場での元気な姿を見て懐かしく思っています。

終わりに渋高の益々の発展と人材の育成に努めて下さ

ることを祈念いたします。

あのころの思い出

というか、恥ずしいというか、在学中の最も忘れられな

い話をしてみます。それは、 5年生の時です。当時は年

に 1回の校内弁論大会が催されていました。その年の大

会に私が選ばれたのです。寝耳に水と申しましょうか、

実に驚きました。他に優秀な生徒が多く居たのにもかか

わらず、私のような者が何故選ばれたのか、一瞬とまど

いました。しかし、先生に指命されたのですから断るわ

けにもいきません。それからは大会の前日まで演説の内

容を夜も寝ずに暗記しました。忘れもしませんその演題

は、「生計に苦しむ我が日本人Jと いうものでした。昭

和10年ごろの我が国は、軍備に力を入れ、国民の生活は

不景気のどん底でした。その演説内容を全部申し上げる

のには限りがありますので、最初の部分だけを申し上げ

ます。――昔、仁徳天皇は、「高きやに 登 りてみれば
煙立つ 民のカマ ドわ にぎわいにけり」とお歌いにな
り、国民のカマ ドに炊き上る煙の多きを見て、国民生活

の豊かになりしを、お喜びになった一―。という話から

始まりました心現在は、薪で炊かないで電気釜の時代だ

から煙が出ないのではなく、本当に生活が苦しく、不況

の中にある事を幾つか例を上げて演説しました。その時

私は最上級生で、しかも今で言う番長のような生徒でし

たので、私自身さぞ落ちついて話ができると思い、堂々

と演壇に上がったのです。しかし壇上に上ると同時に目

の前が真っ白になってしまい、何も見えず、足はブルブ

ル震え、何を話したのか、全くわからずに終わってしま

いました。幸い原稿だけは丸暗記していましたので、一

語一句間違う事なく話すことができたので内容が大変良

かったとの講評をうけましたが、この時程、人前で話を

する事の難しさを痛感した事はありませんでした。今後

は人前での挨拶とかまとまった話なぞ絶紺すまいと′と、に

誓いました。しかしこの経験が後の私の人生の上に大い

に役立つとは、この時は思いもしませんでした。今は亡

き中里先生には心より感謝いたしております。

次に第 2の思い出をお話 します。当時本校の校訓は

「質実剛健Jで した。ために真冬でも生徒の上履き使用

は認められませんでした。先生は草の上履きをパタパタ

と音をたてておりましたのを思い出します。当時の校舎

は右に傾いて、柱で支えるほどの老朽校舎でした。廊下

はすり減って、釘があちらこちらにとび出ていたので、

靴下は一日でボロボロになってしまいます。ために毎日

靴下を履きかえなければならず不経済極 りなし。では、

十日制中学12回卒 青 木 定 吉

この度、創立80周年行事としての、記念誌の発行おめ

でとうございます。私は今年の 1月 で満80歳 を迎えまし

た。私の生まれたころ母校力瀦J立されたわけです。当時

の若かりしころの想い出を綴ってみようと思います。そ

れはまず入学する時から始まります。当時は現在の 6

3制 と異なり、小学校 6年生で受験 したのです。合格発

表は今のように、卒業してからではありませんでした。

6年生の授業中に先生から中学校を受験した者は今から

発表を見に行ってくるように言われました。合格 した者

はよいのですが、不合格者は授業中の教室に戻るのだか

ら、まことに決まりの悪い思いをしなければなりません。

子供への配慮などということは、みじんもありませんで

した。なんとか合格した私ですが、旧制中学校の 5年間、

無事とは言えませんが、どうにか卒業する事ができまし

た。何故無事と言えないかの理由は、これからの在学中

の想い出の一頁の中に記してみます。その前にうれしい
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射しFを履かずに登校すればと思われるでしょうが、靴を

履いて登校するのが校則となっていましたので、校舎の

中では靴下かもしくは裸足で過ごす以外方法はありませ

んでした。靴を履かずに登校する場合はその理由を明記

し、許可をとるために「下駄履届Jを提出する事になっ

ていました。故に下駄履き事件というス トライキが起き

たのです。質実剛健の範を垂れるべき先生が草の上履き

を履き、生徒は靴下か裸足でいなければならなかったの

も、当時の教育方針のひずみとでも申しましょうか。4/

結果、後に上履きの許可がとれることになったのです。

次に第 3の思い出を話 します。それは大根切 り事件

と申します。当時の教育は軍国主義華やかな時代でした

ので、学校教育は軍隊教育の延長のようなものでした。

教育の自由など全くなく、言論の自由も奪われたのです。

食糧事情も大変悪い時代でしたので教育実習という名目

で野菜作 りをさせられました。それは良いのですが、わ

れわれ生徒が下校 した後に何者かに大根が抜かれるので

す。畑の周囲は農家ですので近所の人が抜いたとは思わ

れません。ここでは誰が取ったとは言えませんが、実習

科目の収穫物を勝手に自分の家の惣菜に使われたのでは

いかがなものか、 と抗議しました。 しかし学校側に聞き

入れられることはありませんでしたので、ついにス トラ

イキを起こし、授業放棄して人幡宮の裏山に集結し、私

が生徒全員の中央に立ち、今回のス トライキの理由を、

アジ演説してたところを木陰で先生たちに聞かれてしま

ったので、当然のことながら首謀者が私であることが分

かり、無期停学の処分になったのです。当時は停学処分

など恥ずかしい行為だとされましたが、理由が正当でし

たので当時はもちろん、今でも決して恥ずかしいことだ

と思っておりません。ただただ時代が違っていましたの

で、今でしたら英雄扱いを受けただろうと思います。今

になって思えば若気の至りと申しますか、純真な若かり

しころの良き想い出となりました。尚在学生諸君に申し

上げます。私が在学中先生によく言われたことがありま

す。「若い時でなければ勉学する機会もなく、今勉強し

なければ将来必ず後悔すると」一一。全 くその通りです。

私は旅行が趣味で、この年になるまで各国を旅しました

がその時に痛感したのが、英語の時間にもっと一生懸命

勉強すればよかった、ということです。タト国へ行くと英

語が万国共通語ですので、いずれの国のフロントでも英

語は通じます。何か必要な物を頼みたくても、また聞き

たいことがあっても英語ならば通じます。つくづく英語

を勉強しておけば良かったと情けなく思うことすらあり

ました。今諸君の英語の勉強は、さぞかし高度なものと

思います。この英語の科目を一生懸命勉強しておけば、

将来必ず役に立つはずです。各国が交通や通信の発達と

共に、身近になった現代だからこそとても重要な教科で

あるにちがいないのです。もちろん他の教科も同様に、

勉学することは若い時だけです。社会に出れば、勉学を

したくても、生活する事が急がしく、今の諸君のように

その事だけに時間をつかうことは不可能に近いことで

す。学生の時だけです。将来後1毎のないように一生懸命

勉学してください。何か説教がましくなりましたが、私

のつたない経験から一言申した次第です。終わりに、母

校の益々の発展と、学生諸君の益々勉学に精進されんこ

とを祈念してペンをおきます。

―
密かに眠つていたプロペラーーー

旧制中学16回卒 針 塚 友二郎

いまも、校舎の一隅に掲げてあるとのこと。

見たいと思いながら、かれこれ40年 になる。

はじめて知ったのは、昭和10年 (1935)に、入学試験

を受けたとき、理化室 (物理・化学室)の天丼のところ

に掛けてあるのを見たように思う。

当時、発動機も保存されていた。本校舎の東端から、

北側の理科棟へ通じる渡 り廊下のかど地に、 1坪 (3.3

平方(万)ほ どの小屋に置かれていて、生徒によく見える

ように工夫されてあった。大きくて、重たそうで、これ

が天に昇ったとは思えなかった。

終戦で復員し、すぐその10月 に、理科の教師として母

校に勤務 した時、連合国軍最高司令部 (GHQ)は 日本

国民に姑して、「直ちに航空機の石汗究・開発・教育・製

造・保有・飛行等のいっさいを禁止するJと の命令を出

し、教科書にあった飛行機の図は墨で塗りつぶすように

指示され、模型飛行機のような小さいものから、展示し

てあるプロペラや発動機まで、すべて処分「せよ」であ

った。

校長から「片づけてほしいJと 申し渡されたので、あ

の重い発動機を、鉄 くずとして関東製鋼 (現大同製銅 )



に、引き取つていただけるかどうか、事務室に問いあわ

せを依頼してみた。鉄くずとはいえ、当時は貴重な物資

(家庭にある不用なナベ・カマまで供出させられてい

た)。 とにもかくにも会社は、学校の困惑を理解され、

さっそく数人の工員さんが、 トラックに九太を3本と大
きな滑車を乗せて来校し、手ぎわよく搬出してくれた。

一一世界にその名を知られていた「航空技術研究所J

をはじめ、大学の航空学科も即時廃止され、航空・宇宙

関係の試験・研究に携っていた学者や技術者は、職を失

うことになった。またすべての飛行機製作所は閉鎖され、

工作用精密機械は、連合国 (戦勝国)への賠償に指定さ

れるとかで封印されるなど、進駐軍の占領政策は、日本

の航空宇宙産業に徹底的な打撃を与え、それが講和条約

の締結まで、数年間に及んだ一一。

米軍は、日本の飛行機を、どれほど恐れていたのか、

余りにも報復が見え見えの措置だったように思う。

今日の航空宇宙産業の遅れは、この致命的な空白から

の苦難な再出発を、余儀なくさせられたことに起囚する

ものと考えられる。

さて、プロペラは合板製で、どうにかひとりで担げる

ことがわかった。そこで、11月 上旬のある暗い夜、肩に

担いで自転車に乗り、市街地を迂回して、自宅 (当時は

中村に在住)の前の蔵へしまった。緊張と疲労のためか、

冬でも汗が流れていた。

けれども翌朝、父に見つかってしまった。

「天下晴れて返す日が来るまで、秘匿したいJと 理解

を求めた。歳の差は40余年だが、そこは父と子。

「わかった隠そう」

ところが、その月末に父は脳出血で急逝。

やがて、昭和26年 (1951)に なって、講和条約が話題

になり始めて思い出し、母に質したところ、父からは何

も聞いていないとのことだった。

父ならどこへしまうのか、亡き父の気持ちになって探

してみた。

薄暗い蔵の 2階の天丼に横たわる太い梁の陰に置かれ

てあった。それとわからないように、ハ トロン紙で丁寧

に包まれていた。

いよいよ条約締結の日、事情を初めて聞いた物理部の

生徒の何人かが、学校から歩いて我が家に受け取りに行

き、今度はムキ出しのまま堂々と、渋川駅前を通り、四

ツ角、警察署前 (当時は正林堂の西隣の店の西)、 そし

て拍手で迎える部員に手渡した。

今日から占領下ではない  。

一一―・ 渋中陸上競技部の黄金時代・――一

旧制中学17回卒  登  坂   秀

私にとって渋中は当然進むべき学校であった。

昭和 5年、私力朔 学ヽ校 1年生の時、叔父二人が旧制渋

中に在学していた。その翌年、上の叔父は早稲田大学ヘ

進んだ。下の叔父が 4、 5年生の時、ある日の早朝、二

人の教職員が私の家にやってきた。渋中 4、 5年生の間

に不穏の空気があり、同盟休校に入るという。叔父がその

首謀者の一人と目され説得に来たという訳である。この

叔父の友達に庭球の佐藤三郎選手がいた。昭和 8年県下

中等学校および明治神宮大会庭球シングルスに優勝した

方で、同じ石原の出身だった。改築前の豊秋小学校下庭

のコンクリート壁に向かって練習している姿を知ってい

たので、渋中の庭球はすごいと思っていた。佐藤次郎選

手の話と共に渋中は庭球で天下の有名校になっていた。

私が入学 したのは2.26事件直後の昭和11年 4月 だっ

た。昭和初期の恐慌の後でもあり、経済的にも大変な時

期であった。農村経済更生運動が開始され、失業救済の

農村振興土木事業が行われるような状況で、中学校への

進学者はごく少数だった。私の出た豊秋小学校では男子

50余人中、渋中2人、他校 2人の計 4人だった。渋川小

学校は別として古巻、金島等農村部からの入学者は少な

かった。そのころの定員は 1学年100人だった。県内に

おける旧制中学校や高等女学校は数も少なく、先生も生

徒も大きなプライドを持っていた。

当時、北関東に大学は無く、群馬県では桐生高等工業

学校、栃木県では宇都宮高等農林学校、茨城県では水戸

高等学校が最高の学府だった。

卒業するまでの 5年間は、戦争の危機迫る時であった。

昭和12年夏、北京郊外で直溝橋事件が発生し、日中戦争

が始まった。ヨーロッパは第二次世界大戦が始まり、日

独伊三国軍事同盟が調印され、世はまさに軍事体制へと

動いていた。満蒙開拓義勇軍として、小学校の同級生数

人が旧満州に渡った。国家総動員法が公布され、警防団

がつくられたのもこの時期であった。
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学校の周辺は、真光寺や渋川小学校 (現渋川北小学校 )

はぉおむねそのままだが、学校の北恨Iは一面の畑地から、

今では渋川市立北中学校や住宅地に変わり、昔の面影は

ない。渋川町付近では、浅野カーリット群馬工場は既に

操業していたが、関東電気精錬 (現大同特殊銅)渋川工

場や関東電化工業渋川工場は、この時期に操業を開始し

た。

当時の渋中生は白線の入った学帽をかぶり、敬礼は挙

手の礼と決められていた。柔道、剣道が正科にあり、軍

事教練が必須の科目であつた。生徒は月R装や態度でいつ

も厳しい指導を受けた。制服は冬は黒、夏は霜降りで、

生徒の多 くは渋川市中之町の冨加津洋服店等で作った。

冨加津洋服店は学生月隧が専門で、男女共にこの店を利用

する生徒が多かった。靴は学校のすぐ南の杵測靴店で作

った。腕の良い朝

`屋

で、編上靴や陸上競技用のスパイク

シューズを作ったり、靴の講釈を聞いたりして懐かしい

店だった。教科書、参考図書、文具等は正林堂書店か山キ
欠

岸書店だった。正林堂は運動着やテニス用具のようなス

ポーツ用品も扱い、下校時に何となく立ち寄る店でもあ

った。

当時の学校教育で特徴的なことは、中等学校以上の学

校に、軍事教練が教科として課せられていたことである。

現役の陸軍将校が配属され、学徒の資質向上と国防能力

の増進ということで軍事的基礎訓練が行われた。

この配属将校制度は、戦争が間近になって始まった訳

ではない。大正11年軍備縮小計画にのっとり、時の陸軍

は関係各省と協議し、大正14年 4月 、陸軍現役将校学校

配属令が制定された。この制度は大学、高等専門学校、

中等学校等すべての学校に適用された。配属将校のいな

い学校の卒業生は、軍隊に入ってから幹部候補生になれ

なかった。つまり他の特別な教育を受けなければ、将校

や下士官になれなかったわけである。教練の成績によつ

て士官道、下士官適が決められていたとも言われてい

た。

1年生になると38式歩兵銃が各生徒に渡された。この

銃は当時陸軍が使っていたもので、一年生の身体には少

し大きく重く感じられた。そのため特に身長の低い生徒

には騎兵銃が渡された。この銃と帯剣の装備で各個教練

から部隊教練まで、一通りの訓練を受けた。

高学年になると実弾射撃訓練が行われた。人幡神社の

裏山で、今の県立青翠高校のあたりだ。標的に向かい、

左眼を閉じ、静かに引き金を引いたあの衝撃………。学校

教育で実弾射撃の訓練をするなど、今考えれば何と恐ろ

しい教育であったことか。      .
県下中等学校全校が参加する大演習では、一回は箕郷

町から高崎市方面へ、一回は尾島町から大田市方面へ出

動し、実戦さながらの訓練を行つた。

5年生だった昭和15年の晩秋、県下中等学校鍛練行軍

に参加した。渋中からは生徒10人の参加だった。百キロ

行軍とも言われ、コースは群馬県庁一玉村一新町一藤岡

一吉井―富岡一安中一高崎一県庁前⑤途中雨に降られる

悪天候の中を夜を徹して進む強行軍だつた。志気を鼓舞

するが如く軍用機が飛来した。大した疲れも感じなかっ

たが、これも質実剛健、堅忍持久の渋中精イ申のなせる業

力ち

渋中入学後最初の授業が体操だつた。運動 l目を持参す

るのを忘れていた。体操教師は川島先生だった。帽子を

忘れてきた者に罰としてグラウンドー周が課せられた。

一周は私が一番速かった。名前を言えと言われ「登坂で

す」と答えた。高源地かと聞かれた。叔父二人も陸上競

技部だった。早速部員となった。とにかく陸上競技が好

きだった。

1年生の時にベルリンオリンピックが開催された。夜、

蚊帳の中でラジオ放送に耳を傾けた。田島直人選手が三

段跳びで優勝。西田、大江選手の棒高跳び、村社選手の

10,000r予 、5,000伍競走での活躍にじっと聞きいった。陸

上競技の記録映画「民族の祭典Jは、その後何度か見た

があの感動は忘れられない。

入学後はじめての大きな行事は、開校記念日の全校マ

ラソンだった。上級と下級でコースは違ったが、卒業す

るまでに全枝生徒が 5回走ったことになる。上級生は学

校―中村―八木原―小倉―行幸田一学校の道順だった。

当時は自動車の数も少なく、麦畑の中を白いユニフォー

ムが長い列を作って走った。真光寺のゆるい坂道が身に

こたえたのは私一人ではないだろう。

教育の方針が勉学だけでなく、今以上に心身の鍛練に

力を入れていた時代だから、学芸会などもあったが、年

中行事といえば体育関係のものが多かった。春の陸上競

技大会をはじめ武道、庭球、相撲大会等が開かれた。

運動会は11月 2日 と決まっていた。赤城、榛名、妙義、

白根の各団は、赤、青、黄、白の各団旗のもとに優勝を

争った。選手団の対団リレーを最後に競技は終了するが、



そのあと、軍装した 5年生が校庭の東西に分かれ、銃火

を交えながら突撃戦をもって運動会を終わるというもの

だった。

当時の運動部は部の数は少なかったが、各部とも県内

では強い方で意気盛んだった。中でも陸上競技部の活躍

はいつも注目され、県下中等学校大会では優勝か準優勝

で輝かしい伝統を誇っていた。渋中陸上競技を県下―に

育て、責金時代を築いたのは川島菊五郎先生である。

私が 3年生だった昭和13年、県下中等学校陸上競技大

会では、 4、 5年生の上級は準優勝、 3年生以下の下級

は優勝し、総合で優勝となった。この原動力は 3年生の

活躍だった。1,500術競走の栗原高次君、走 り高跳びの

佐藤茂樹君の優勝をはじめ、同級生の諸君が各種目に上

位入賞した。栗原、佐藤両君は、この年埼玉県長瀞で開

かれた関東中等学校大会で、抜群の成績で優勝し、新聞

のスポーツ↑関を飾った。

この年、川崎市で開催された全国年少者陸上競技大会

では、佐藤君が走 り高跳び 2位、福田賃君が110缶ハー

ドル 2位、原沢富一君が400伍競走 3位、登坂が三段跳

び4位だった。この大会は、今の中学生大会のようなも

ので、年齢制限があり、社会人も参加できた。400f〒 リ

レーにも出場したが、さすがに全国大会、予選で最下位

だった。

昭和15年、 5年生の私は陸上競技部主将だった。この

年の県下中等学校大会では、栗原君が1,500れ競走 1位、

原沢君力滋00(万競走 1位、佐藤君が走 り高眺び 1位のほ

か入賞者が多数いた。私は三段跳びで 2位となってしま

い肩身の狭い思いをしたが、それほど渋中の競技水準は

高かった。

当時も駅伝やマラソンに人気があったが、紀元2600年

記念団体競走はこの年だけのものだった。その昔、新田

義貞の旗挙げにちなんで、太田一前橋のコースを、スタ

ー トは走者 1人、途中で走者カヨ‖頁次加わり、最後は10人

でゴールした。大田からは長距離のエース栗原君が走っ

た。私は駒形駅前から加わり県庁前まで走った。

昭和16年 3月 、私たちは卒業した。進学する者、就職

する者、進路はまちまちだったが、 2、 3年のうちにほ

とんどの者は軍隊に入り、戦場に向かった。終戦となり、

戦地から遠った私は、大勢の同級生が戦死していること

を知った。特別攻撃隊で南の海に散った都所静世君をは

じめ、今は亡き学友の姿が思い出されてならない。

昭和11年から16年まで。何事につけ厳しい時代だった

が、楽しく過ごすことのできた 5年間の渋中生活は、私

たちに限りない力を与えてくれたと思っている。これか

らも若さを失わず、頑張りたいと思っている。

一 私
の目から見た現代渋川高校生 ―

旧制中学18回卒 神  保  俊 二 郎

私はかつて運輸関係の企業に奉職していた。その会社

が某路線バスの通勤・通学の定期券を発売しており、月

末近くになると、渋川市内の高校から、前橋・高崎の在

学高校生が大勢定期券の購入にやって来た。

それぞれ学校の制服を着用していたので何処の生徒さ

んであるか判るのであるが、それぞれその学校のタイプ

と言おうか、校風というか、就学している学校が分かる

ような気がした。 2、 3人で揃って購入に来社し、係が

券を作っている間に、渋高の生徒、渋工業、渋女、西校

生等々が待っている間の態度・会話にそれぞれ特徴があ

り、何校の生徒であるか大体の見当がついた。例えば二

人の友人と定期券が出来るのを待っている女生徒は、洗

練された服装と方言の少ない言葉ではあるが、賑々しく

て前橋のMス クールの生徒であることが分かる。地元N

校の女生徒は華やかさは変わらぬが渋川地方の言葉九出

しで、少しも飾るところなくあっけらかんに声高で話し

たり、面白そうに笑っている。渋川女子高の生徒でこの

路線バスを使う人は、ほとんど榛名山麓の地域から渋川

に通学してくる人なので、育った環境と農村地帯である

ために普段使っている言葉を無意識に出す生徒も多かっ

た。教室や商店に買物等に立ち寄る時は、丁寧な言葉遣

いになるが、気の許し合った友との語らいにはついつい、

上州弁のベェベェ言葉が出てきてしまうようだ。渋川市

内のK校の生徒はこれも大変明るく、明朗な態度の人が

多いように感じた。

わが渋川高校の生徒たちの私の受けた印象はどうだっ

たろうか。

渋高生二人揃って購入しに来ても、お互いの会話が他

校の生徒と比べてすこぶる少ないような感じがした。顔

を見合わせて会話することも少ないし、ただただ依頼し

た定期券が出来上り、現金を支払って帰るという人が多
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ぃょうである。

券を扱う事務の女性も「渋高の人はおとなしいですね」

と言つている。私がこの状況を知った時に脳裏をかすめ

たのは、渋高の生徒たちは受験勉強に追われ、疲れてい

るのではないだろうかということであった。今一緒にい

る友人も同じ大学を受験するかも知れないとなれば、簡

単。「君は僕の敵だ」との考えも出てくる。「話をして僕

が君を利させるのはいやだ」という狭い気持ちをもって

いるのではないだろうか。

確かにこの当時の渋高生は県内でも上位にある進学校

であった。 2、 3年生が夏休み中から、進学塾の夏期講

習に参加する生徒も多くいたとか聞いていた。 1年 くら

いの浪人生活はいとわないという気風が漂っていたとい

うことも聞いた。上級学校の受験をするということは、

合格というレッテルを受けることによりわが人生の行方

がほぼ決定付けられるということが言えると思う。

世間的に人の目から見て、経済的にも、地位的にも恵

まれ、人のうらやむような環境にいる人に「君は恵まれ

た生活で、羨ましいよ」と言つたら、そのご当人は「私

はあなた方が遊んだり、旅行して若い人生を楽しんでい

た時に、脇目も振らず、夜の時間も惜しんで勉強してい

たのだから今の環境は当然の事と思っています」と明る

い顔をして言葉を返したということを聞いたことがあ

る。然しその人は今は同級生同志で仲よく寄り合い、楽

しい仲間同志の付き合いをしているということである。

私は約60年前の旧制中学卒業である。当時の同級生は

昭和12年 4月 に102人入学したが、毎年4月 に組編成替

えがあったために同級生全員、姓から名前、出身地迄も

知悉していた。これは中学生活で、お互い切磋琢磨する

ことを心掛けていたからであった。読み書きの知識を身

につけるだけならば独学でも、通信教育でも、勉強すれ

ばよいのであるが、独学と学校教育の差異は、お互いに

腹を割って話し合い、意見を聞わし、時には長時間、端

から見れば、日論のように見える場合の討論を行えるか

否かにある。己の非は友に質させ、友に間違いあらば、

真実を知らせ、お互いに正しい人生を歩むための研鑽を

し続けたのである。言い換えれば学校は将来の、生涯の

友を選ぶのに最適の場である。それなのに友人を敵視す

るような狭い心の持ち主であってはならないのである。

現在の高校生活は3年間。350人の友人の内から話し

合える友を探し求めるのは非常に難しい環境にあると思

うが、友と語らい、笑い、また時には涙を流し合っての

生活が人生80年の間にどんなに大切なものか、よく噛み

しめてみて欲しいものである。

昭和 7年に始まった満州事変から支那事変へと戦争に

向けて、日本の国民生活は徐々に疲弊して行く時代に中

学生活を送り、卒業の年は大東亜戦争に突入した時であ

り、国民精榊発揚・国家総動員法の施行等々国家を挙げ

ての戦争遂行の時代となってしまった。そのため在学中

には農家への救農・救護。食糧増産のための学校農園の

開墾、手伝い等々に刈 り出された時代であったが、進学

組と、家庭就職組とに別れていても組との間には何の屈

託もなく、お互いの友情は深く育まれていた。 2泊 3日

の赤城種畜場への勤労奉仕 。草津白根山への泊まり掛け

の笹の実採集作業、秋には民泊も兼ねての軍事演習訓練

等々、勉学を志した学校生活は極端に減らされたものだ

が、友情の絆は余計に強まり、深まって行った。星空の

下、友と互いに身の上を話し合う機会は非常に多かった。

学習の時間は少なくなっても、反面に得られた友情の回

さはの学校生活の一番の収穫であったと今も深く信じて

いる。

私の家は並木町北小通りであるので、朝夕、小・中・

高校生の通学路に当たるが、朝はほとんど全員力専|と しく

登校するので、粛々とまた黙々と、学校へ向かって急い

でいる。帰校時は三々五々、渋高生ばかりでなく、工業

の生徒も、また北中の生徒も3年生くらいになると体格

も宜しく、高校生並みの人もおり、高校生と見間違える

ようなので、この人が何処の生徒か分かり難 くなった。

特に夏季は、白シャツと軽装の為に分らない。前述した

ように、黙々とした人もおるが、またにぎやかに道いっ

ぱいに広がって下校する人たちもあり、何の屈託もなく

楽しそうに話し笑っている。友人を “君は僕の敵だ"と

思うような沈鬱な顔をして歩いている人も少なくなった

気がする。私が会社で定期券を扱った当時より20年近く

経過し、渋川地区全体の高校生が皆明朗になってきたの

ならそれに越したことはない、と思っている。

以上は私の個人的見解ばかりで感じた事柄を述べたも

のであり、現在の在学の高校生諸君から「そんなことな

いよ」と反論されることが多々あると思っている。多く

の人から反論されることを願って、あえて思うがままに

筆をとった次第である。



俳 句 と 私

十日市」中学18回卒 木 暮 岡J平

私は50歳を過ぎてから、文字通り「50の手習い」で俳

句を始めた。沢木欣一先生の句に心ひかれ、先生が主宰

されている『風』という結社に入会させていただいて20

有余年。句作にふけったり、良い俳句を読んだりしてい

るときは、仕事のしがらみ、人とのしがらみから解き放

たれ、それにひたすら集中できる。俳句は生きるあかし、

′とヽのオアシスとして、いまでは私に欠かせないものとな

った。

もっとも、50に なって突然、俳句に興味を覚えたわけ

ではない。きっかけは、旧制渋川中学 2年生のときだっ

た。教科書に載っていたのが、与謝燕村の有名な一句、

「春の海ひねもすのたりのたりかなJ一一これを先生が

級友に音読するように命じたところ、彼は間違えて「ひ

ねもすの、たりたりかな」と読んだので、クラス中が大

笑いになった。その後、彼には「タリタリ」というニッ

クネームが付けられた。みんなが「おい、タリタリ君J

と呼ぶ。そんなことがあって、俳句というものはすごく

楽しいものだな、という印象が私のなかに強く残ったの

である。

社会に出てからは仕事も忙しく、俳句との付き合いは

途切れたが、それでもずっと関心は持ち続けていた。そ

して、50歳になって俳句にやすらぎを求めるようになっ

たのである。こんな素晴らしいものと出会えたのも、旧

制渋川中学時代の友人、「タリタリ君Jのおかげである。

『荻~ノl文活けし言幕やせイ希立才S、』

タリタリ君に音読を命じたのは、国語・漢文の高野弘

先生だった。私は高野先生に2年生から5年生までの 4

年間、主任教師として担任していただいたが、先生はま

だ30そ こそこの若さで、とても厳しい方だった。私たち

は俳句だけでなく、芭蕉の『奥の細道』も暗記してしま

うようにと命じられたりした。おかげで文学に興味を持

つことができたのだから、こんなにありがたいことはな

い。すすめられて国木田独歩の全集を片っ端から読み、

全巻を読破したのも懐かしい。月ヽ田原にお住まいで、神

奈川の県立高校長を最後に引退されたが、私力調 田ヽ原に

近い茅ケ崎に住んでいる関係もあって、親しくお付き合

いさせていただくことができた。残念ながら10年ほど前

に亡くなられたが、そのとき、先生が愛読されていた限

定版『源氏物語』を形見分けにいただき、いまも大切に

している。

茅ケ崎海岸では毎年七月の早暁、寒川神社の大神輿を

先頭に、近郷の神社の神輿40基が集まって、乱舞しなが

ら海に分け入る勇壮な浜降祭が行われる。ぜひ一度、一

緒に見物にゆきましょうと話し合っていたのに、それが

果たせなかったのが′とヽ残りだ。厳しかったが、優しい先

生だった。「若いうちに勉強しなさい」と口癖のように

おっしゃっていた声が、いまでも聞こえてくるような気

がする。

『海に入る釉輿風風羽ばたけり』

もう少し高野先生の話を続けよう。私は座右の銘は何

かと聞かれたとき、粽 苗桂もと答えることにしてい
るが、この「行くに径によらずJと いう言葉も、渋川中

学時代に高野先生に教えていただいたものである。その

意味は、外を歩くときには裏道や抜け道を通らずに、

堂々と大通りを行くということ。表の道は、たとえ回り

道に見えたとしても、平らで正しい道である。これに対

して、一見近道のように見え、変化に富んだ魅力的な道

に見えても、小道というものはいつかは行き詰まってし

まう。つまりは大道を歩めということを教えているので

ある。

この言葉を高野先生に教わったとき、聞き忘れたのか、

それとも失念してしまったのか、出典が不明でずっと気

になっていたのだが、後年、それは『論語』であること

が判明した。論語はご承知の通り、孔子が議論し答述し

た言葉を記録したもの。そのなかにこれは子渉の言葉と

して紹介されている。子滞が武城という町の長官になっ

たとき、子し子が「信用のおける人物を得ることはできた

か」と尋ねたところ、子渉は「浩台減明なる者あり。行

くに径によらず。公事にあらぎれば、未だかつて糎の室

に至らぎるなりJ、 渚台減明という男がいますが、彼は

常に大道を歩むことを′と、がけていて、公務のとき以外は

私の部屋にもやってこないほど公明正大な人物です、と

答えたそうだ。ここから転じて、公正なこと、行為に表

裏のないことを意味するようになったという。

私はこの言葉を、いつも忘れないで、自分の行動を決
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めるときの指針としてきた。常に王道を行こう。小細工

は弄せずに、まっすぐに正々堂々と。これは経営者とし

ての立場にも通じるところがあり、しばしば私の判断を

助けてくれた言葉でもある。

5秒漢にも峠ありけり雲の峰』

話は前後するが、私は勢多郡赤城村に生まれた。三原

田尋常小学校から旧制渋川中学に進んだが、赤城村から

渋川までは片道 6キロ。その道を徒歩で、あるいは自転車

で通学した。いま自動車で通ると、なだらかで平坦な道

に感じるけれど、実はこの道には相当の起伏がある。厳

寒期、上州名物の空っ風が吹くなかを、逆風をついて通

うのは決して楽なことではなかったが、このとき鍛えた

足腰のおかげで、その後、病気らしい病気をしたことが

ない。しかも私はこの通学の道で、四季折々に移り変わ

る故郷の自然を、しっかりと脳裡に刻むことができた。

春には黄金色のエゾタンポポの群生に出合い、初夏には

紫色の清楚な桐の花に見とれるなど、自然の美しさを′と、

ゆくまで堪能したのである。

また、学校ではよくテニスをした。渋川中学は日本庭

球史上、不世出の天オプレーヤーといわれた佐藤次郎選

手を出した学校で、テニスは「校技」といってもいいほ

ど盛んに行われていた。そんな環境のなかで私もテニス

に熱中し、旧制高校では選手としても活躍した。会社に

入ってからもテニス部に所属したりしたが、年を取つて

からはテニスからゴルフに転向している。かつて実業団

対抗ゴルフで、ハンディ18で個人優勝したのもいい思い

出だが、これも渋川中学時代にテニスで身につけた技術

が、プラスになっているのかもしれない。

石川啄木の歌に「ふるさとに入りて心傷むかな道広く

なり橋 も新たらしJと いうのがあるけれど、東に赤城、

西に榛名、南西に妙義と上毛三山を望み、南は関東平野

に向かって開ける風光明媚な赤城村の景色は、いまも昔

のままである。思えば私は、自然に抱かれて育ち、自然

に鍛えられた。俳句をひねっていても、脳裡に浮かんで

くるのは故郷の自然である。そんな感傷にひたることが

できる古党郷を持てたことは、何にもましてありがたい。

『孝え して朔嗚けり母の国』

生まれ育って19年①郷里を離れて、渋川中学の同級生

たち10人と、旧制新潟高校の受験に出かけた。私の目指

す文科の競争率は14倍。いま思っても、大変な難関であ

つた①雪の降りしきるなかを、鈍行列車は新津・亀田と

停車し、やがて新潟に到着する。この駅名を逆から読ん

で、級友一同、愕然とした。

「ツイニ ダメカ タガイニ」一一みんなそろって討ち
死にかと、しょんばりしたことを覚えている。幸いに全

滅とはならず、二人が合格。私もそのうちの一人として、

生き残ることができた。

時代は戦争に突入した直後。しかし、米どころ新潟は

食べ物に恵まれていた。私は相変わらずテニスに熱中し

ながら高校生活を楽しんだのだが、東京や京都といつた

都会の学校に進んでいたら、とてもこうはいかなかった

だろう。荒海に浮かぶ佐渡、砂丘が二重三重に山をなし

て続く雄大な景色、「砂丘に続くグミの道」と寮歌にも

歌われた美しい寄居浜。文芸春秋の社長になられた池島

さん、日本銅管の社長をされた山城さんなど、諸先輩と

の出会い。東京に出るまでの2年半の新潟生活は、渋川

時代とはまた一味違った青春を、私に与えてくれた。

『土みてまた眸り来る逮烙時雨かな』

私にとって、句作は自分のなかに隠れている創造する

心を磨くことである。そして、物事の核心は何かを見抜

く目を養うことである。そこにあるものを眺め、そこに

潜む本質を確認する。それは経営の判断にも通じるもの

であると、私は思っている。

私が携わっている広告の世界では、広告効果の50%か

ら75%は キャッチフレーズの力であるとよく言われる。

そう思って広告を見ると、良いキャッチフレーズには俳

句調のものが多いように感じるのだが、これは少しひい

き目に過ぎるだろうか。つF句の五七五のテンポとリズム

が、広告のキャッチフレーズに適しているように思えて

ならない。「言葉多くは品少なしJと 言ったのは種田山

頭火だが、短い文に思いのたけを込めて語ることこそ、

コミュニケーションの基本ではなかろうか。

私も俳句を趣味として、やがて4半世紀になる。いま、

その入門の動機を振り返ってみると、広告人として「言

葉の感性を高めることができたら」という願いが、心の

どこかにあったように思う。私が参加している結社の主

学者・沢木先生は「つF句は単純、新鮮、そして余情深く」

といわれる。難しい言葉はごまかしがきく。知識や教養

をひけらかそうとすると臭くなる。観念的で通念に汚さ



れた言葉は、人の心に響かない。単純に、新鮮に、そし

て深い余情。これは私の目指す生き方そのものでもある。

俳句はそのときどき、私と私の仕事を支えてくれた。そ

んな素晴らしい俳句に親しむことを教えてくれたのは故

郷の自然であり、渋川中学の友であり、教師であった。

いま私は、そのすべてに深く感謝している。

『青き幸木の葬モEl楽貫けり』

のあだ名は<パチ>であった。同窓会員名簿によると、

大正 9年から昭和36年 まで渋中に在職と記録されてい

る。半世紀近くもおいでになったということだろう。あ

る時悪友が、 ドアが開くと黒板ふきが落ちる仕かけをし

て岸先生の来るのを静かにまっていた。悪友たちの思惑

どうり、見事、毛のうすいパチ先生の頭にあたったが平

然としておられた。エコニコ笑っている様子だった。先

生にすれば私たちは子、いや孫のような存在だったのだ

ろう。教室がうるさくなるとよく白墨をそのうるさい生

徒に向かって投げた。お年の割には (?)命中率がよか

った。蛙などをよく解吉Jした。気持ちが悪かった。

5年卒業の年になると、期末試験の結果が廊下によく

張り出された。記憶も遠くなるが、多分模造紙を横に半

分に切ってつなぎ、一香から順次書いてゆく。成績のよ

い10人か20人は大きい字で、その他は小さい字で、多分

最後の成績も書いてあったと思う。「やってくれたなJ

というので悪ガキの生徒たちは思いを募らせ、ある日そ

の紙を弥かたもなく破いて捨てた。ひどい悪意というも

のでなく、つまらないものを張っていただいたものだと

思ったのだろう。私も破いた一員だったかどうか、それ

は言わないことにしよう。ところが先生もなかなか頭が

いい。ある日突然その成績順位一覧力Ч日本造の体育館の

我々の手の届かない高いハリにはりつけてあるのだ。

「いや、たまげたな」と言つて悪童どもは校舎の裏から

長い竹の棒を持って来て背をのばし、それを引きずり降

ろし破いて捨ててしまったのだった。先生と生徒のイタ

チゴッコはそう長くは続かなかった。先生は降参したの

だ。おとがめはなかった。生徒の中には残念だったと思

った者もいたかも知れないが、大方の生徒は拍手をした

ものだった。それから私たちの在学中はなかったと思う

が現在の状況は存じない。

さかのぼって4年の時、 5年生がとんでもないことを

考えだした。校舎の裏の高土手に大部分の 5年生力朝要を

下ろし4年生一人一人に歩き方の悪いものを全員で見て

いて指導するのである。私は右肩があがった歩き方をす

るので、少し気取っていると思われたのだろうか。何回

か歩かせられた。「気をつけ―。前へ進めJと いう号令

がかかると軍隊調に 2、 3人ずつ歩 くのだ。 5年生は興

味半分だ。「先輩Jの誰かが「嶋村よしJと いうと私は

その広場 (?)か ら帰れるのだ。私に「よし帰れ」と言

ったのは、多分田部井緑郎先輩だったような気がする。

こ が ね   とび

貢 金 の 鶉 を

旧制中学19回卒  嶋  村  忠  夫

私の卒業当時は 1学年が 2ク ラスで東組と西組に分か

れ、合計の生徒は100人 くらい、つまり1組が50人内外

だった。私は西組で、5年生だけは別校舎で静かに (?)

学習できた。

私たちの担任の先生は高橋渉先生で英語の先生だっ

た。私は学習成績は悪 く、特に英語は駄目だった。高橋

先生はネクタイをよく変えてこられ、「これはね。その

日の天気に合わせているんだよ」と話された。当時とし

てはおしゃれだったかも知れない。私たちは先生のアダ

名を<マ ッコウ>と つけた。マッコウ鯨に似ているとい

うことで、高橋先生と呼ぶ人はほとんどいなかったと思

う。<マ ッコウ>で通っていたのだ。生徒の中には職員

室に入ってアダ名で呼んでしまったという笑えない話も

ある。背は失礼ながら余り高くはなかったようだが、さ

つそうと歩いておられた。

東組の先生、担任は木野内先生でアダ名は<アチャ

コ>と 言われた。両先生とも先輩がつけたのだと思うの

でお許し願いたいし、今でも私たちには<マ ッコウ><

アチャコ>で通っている。このアダ名はけいべつしてい

るのでなく、むしろ親しみをもっていると思っているの

で非常になつかしい。アチャコ先生には私を含めて弟二

人が教えてもらったので、嶋村君とか嶋村とか、私の担

任でなくてもよく覚えていて下さつてうれしかった。ち

なみにアチャコ先生は、浸談師だったかのアチャコによ

く似ている風貌豊かな先生で、授業が楽しかった物理の

先生である。

もう一人有名な先生に岸三郎と言われる博物の先生が

おられた。温和な怒ってもコワクない方だった。岸先生
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その後日談だが、田部井さんは師範学校に進学し私も

師範学校に入学したが、その時も同様なことがあり田部

井さんを中心にして渋中の先輩に助けられた (?)こ と

が何回かあつた。

5年生の初めだったと思うが、先輩の狩野悼一さんが

海軍士官のスタイルで学校に来て話をされた6その淵洒

な姿は忘れることができず、私もいつかという思いにか

られたのも事実で、短剣が紺の軍服の下から光る姿は戦

争というものを越えた “美"を もっていた。現実の私た

ちは食糧不足に悩まされ利根郡の糸之瀬村 (現昭和村 )

の農家の手伝いに泊まり込みで手伝いにいった。うす暗

い物置の 2階に、冷たい風に混じって粉雪が部屋にまい

こんでくる。 4月 だったと思うが寒さに震えていた。そ

こで仲間からタバコの吸い方を人生初めて習った。日の

中だけで吐き出せばよかったのに、“のど"の奥まで吸

いこんだからたまらない。その気持の悪いこと。私は二

度とこんなことはすまいと階段から転げ落ちるようにし

て外の冷気、寒気に震えながら回復するのを待った。た

つた一服、それをなおすのに 1時間もかかった。

l週間 2週間、定かではないが、糸之瀬村の開墾で暗

渠排水の仕事を終えて沼田市に着いた時、日本の戦争が

だいぶ後退を始めたことを知った。大平洋の島々で激戦

が繰り広げられ、飛行機や軍艦の撃沈される報も知らさ

れた。これだとどうも将来は軍人になるのかも知れない

とも考えた。

話は変わるがそのころは学校に配属将校が一人ずつ配

属された。渋中には古稲准尉さんがおいでになって教練

の指導をされた。笑顔の優 しい立派な、お年を召された

軍人さんだった。ちなみに准尉というのは若い人には知

らない人もいると思うので参考のために書 くが、士官少

尉の次、下士官の最上位、曹長の上で待遇は士官の待遇

だ。下士官は上衣の上に剣帯をつるし剣を吊る。士官は

上衣の下に、つまリズボンのベルトに剣帯をし剣を吊る

すのである。これは陸軍でも海軍でも同じである。古稲

さんは上衣の下、つまリズボンのベルトに剣を吊るして

いた。つまり士官待遇なのだ。お年を召されていたよう

に思われたが、さすがに鍛たえられていただけに敬礼の

仕方や号令の声は兵士の模範とも言うべきで、士官学校

にでもゆけば立派な士官、将校になられていたであろ

う。

私たちは古稲配属士官につれられて軍隊の基礎を教え

こまれた。38式歩兵銃も持たされた。最後には学校の西

の伊香保へゆく途中の訓練場で、実際に38式歩兵銃を使

用して実弾の発射訓練をしたのだった。肩にずしりとく

るある種の圧迫感、体が一歩後ろへ下るような圧力、一

発にはそれオロ応の力があった。

話が軍事訓練にかたよるが、高崎の軍隊に徐験入隊し

た。多分 1週間くらいだったと思う。普通の兵と一緒だ

ったので大変だった。 12、 3人が 1室のベッドに寝た。

班長、室長は上等兵だった。上等兵になるまでには、早

くて入隊後 5、 6年はかかるだろう。入った時が 2等兵、

次が一等兵、次が上等兵、次が兵長、次が伍長、軍曹、

曹長、准尉という終戦時の位である。そしていよいよ士

官になる将校になるのである。上等兵になれば、随分と

権力がある。終戦時には伍長勤務上等兵

とか言うのがあって位は上等兵だが勤務

は伍長なのだ。准尉になるまでには 8階

級か 9階級が必要だから准尉ともなれば

別室、一人部屋で、平時ならば神様のよ

うな待遇だ。 しかし実戦ともなれば兵の

まっ先に士官。少尉、中尉クラスととも

に突撃をするのだ。私は後年、師範学校

の 3年の時に海軍予備学生を志願し入隊、

士官候補生となったので、高崎の時のこ

とが永久に忘れる事ができない。

大分、軍隊の訓練を書いたので方向転

換 して母校の事にもどろう。苦手は校内

記念日のマラソン大会だった。学校から

鍛打綴 酸舞

同窓生有志による、 5年生東組担任・木野内先生、同西組担任・高橋先生謝恩会

(日召不日38年頃)

筆者は前から3列 目の向かって左から3人 目



小学校前を走り正林堂、駅前から人木原で折れて北新道

へ出る途中で通過票をもらう。認め印を押してくれた時

もあったかも知れない。校門がせまいのでパンツのヒモ

がすり切れて、それをなおしている間にみんないってし

まったのを見たことがある。私は長い走りは苦手だった

ので、町中の人が道路へ出て応援してくれるのが恥ずか

しかった。それでも最後まで 5年間走り通したような気

がする。 5年の時にそれはなくなったのか、まだもっと

続いたのか定かではない。

長野大原という絵画の有名な先生がおられた。私たち

は長野万という本名はⅢ各して雅号の大原、大原と呼びす

てにしていた。ひどいものだ。この大原先生には個人的

なことだが少し説明を加えておきたい。大原先生が小学

生のころ、邑楽郡で (現大泉町 ?)私の父が小学校の教

師をしていて、大原先生も教えたのである。不思議にも

その大原先生に私の3兄弟が渋中で教えを受けたのであ

る。大原先生は渋中においでになってから父に逢いに何

度も私の家においでになり、私の書いた「人崎風景Jな

どについてよく批評して下さった。また父の頼んだ「八

崎春景Jと いう絵は私が大切に保存しておいたが少し痛

んできたようなので、北橋村の民俗資料館に寄贈 して、

いたまないようにしてある。いつか返してもらって分郷

人崎の公民館か、渋中の榛嶺会館 (?)に でも毎贈しよ

うと思ってはいる。大原先生は昭和 3年から、25年 まで

22年間余、渋中にお勤めされたと同窓会誌にある。すで

になくなられたが奥様とはしばらく年賀状等の文通は続

けていた。

入学以来 5年間、石ころ道を 4、 5キロ歩いて通った。

足が痛いなどと一度も思ったことはなかった。下駄でも

通った。 5年になって自転車を買ってもらった時は今の

自動車を買った時よりもうれしかった。まだまだ思い出

は沢山ある。下級生と利根川でまんじゅうを買って北橘

支部のもとみたいなことをしたことも忘れられない。あ

のみんなで、利根川で食べたまんじゅうは多分 1個 5銭

か10銭 くらいだったろうか。値段は定かではないが、う

まかった。時にその時の写真を見ることもある。みんな

若かった。

卒業後数年たって北橘支部 (有志の会)で、岸先生と

木野内先生を北橋のかめさだ屋にお招きして盛大に懇親

会をして昔を語り合った。

これは後日談だが私は師範学校に入学し、 3年の時学

徒徴兵猶予の期限切れのため海軍予備学生を志願し、入

隊、士官候補生となり敗戦、教師となった。今、渋中卒

業後50有余年、趣味や雑事、世間の人たちと仲よく生活

している。現在短歌雑誌「地表」の編集同人、「未来短

歌会J会員として短歌を勉強している。同窓会北橘支部

の支部長を10数年しており、後輩にゆずろうと思うがも

う少し、母校、なつかしい渋中のために続けたいとも思

っている。「黄金のトビをしるしとし一」本部総会の、

そして支部総会の時に歌う校歌は日本一の校歌だと思っ

ている。そして現在の生徒は素晴らしい子どもたちであ

るように祈りたい。

渋中時代を懐かしむ

旧制中学20回卒

1.は じめに

何を書こうか迷った挙げ句、やはり素直に渋中時代を

振り返ってみるのが80周年記念誌に最もふさわしいだろ

うということになった。同年代の学友と重複するかも知

れないが、それぞれの生き方や感じ方があるだろうから

気にしないで書 くことにした。

2.入学のころ

今 (平成11年 )か らちょうど60年前の昭和 14年 4月 、

私たち渋中20回生は桜花llttl浸の天下の渋中に夢と希望を

膨らませて入学した。第 3回 に定員が100人 に増員され

て以来ずっと変わらなかったので、当時としては稀な高

倍率の2.5倍の入試で、しかも群馬郡北部 (北群馬郡は

まだ分かれていなかった)、 勢多郡の赤城山西麓、吾妻

郡全域の俊秀がどっと押しかけたので、かなりの激戦だ

ったはずである。ところが入学した同級の諸君は皆のど

かな風貌で、町や村の輿望を担ってきたような風も、難

関を突破してきたような秀才らしさも感じさせない、い

たって和やかな気風の仲間たちだった。もっとも入試は

私たちの少し前から群馬県全部の中等学校で、筆記試験

はなくなり、内申と口頭試間と身体検査だけになってい

たから、受験とはいえ、運を天に任せて比較的のんびり

していたからだったかも知れない。

入学すると東組と西組に50人ずつ分けられ、 1学年か

青 木 三 策
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ら3学年までは毎年組替えが行われ、 4学年、 5学年は

各人の進路希望により、東組が実業組、西組が進学組に

分けられた。今でも学友全員の名前と顔と性格を懐かし

く思い浮かべることができる。

入学後間もなくの 4月 20日 、開校記念日の長距離競争

(マ ラソンの学内正式名称)が行われた。校門を出て四

ッ角を駅の方に下がり、前橋街道を低学年は中村あたり

から、高学年は半田から上って高崎街道に出て再び四ツ

角を通って学校に戻る。駆けっこの苦手な私は一年生の

時からずっと最終ランナー、つまリビリを通した。四ツ

角の近くに住む知人のおばさんの話によると、毎年私の

通過で四ツ角の観衆が解散したとのことである。

数年前、古い荷物を整理していたら中学 1年生の時の

「修養手帳」が出てきた。渋中に赴任 して間もなく初め

て私たち 1年西組の担任になられた山崎吉郎先生が、熱

心に手帳の有効利用法を指導された真摯な姿が今も目に

焼き付いている。先生は私たちの 1学年が終わると問も

なく病に倒れ、帰らぬ人となった。その手帳の最初の頁

に校訓として、和親勉学・校則連守 。明朗快活・質実岡↓

健・報恩感謝の 5カ 条が記入されていた。とくに質実岡J

健は渋中健児の誇りで、真冬でも校舎内は裸足で通さな

ければならなかったので、机の下で両足を擦 り合わせて

いた記憶は今でも実感として残っている。

3.小学生のころ

小学校は渋川小学校 (今の北小)に通っていたが、あ

のころは学習は学校だけで行うものと決めつけており、

家に帰れば遊びと食事と就寝だけという生活だった。多

分、私だけでなく大多数の仲間がそうだろうと思う。お

かげで川で割|を釣ったり、山で庭や虫を捕ったりするノ

ウハウを幼い頭で考えながら会得できた。また、近所の

年長から年少までの少年たちでたむろして遊び回り、山

車祭りやどんど焼きなどの地域社会の行事にも積極的に

参加することによって社会性も身につけることができ

た。次に私だけの特殊事情だったかも知れないが、活動

写真のチャンバラが大好きでほとんど毎週、友達を誘っ

ては映画館に入りびたり、猿飛佐助から近藤勇に至る講

談的な徳川時代の歴史に強くなっていた。しかし中学生

の観劇は校則で厳禁されていたので、小学生として観た

最後の映画はあの有名な愛染かつらだったように思う。

あのころは講談本にしても探偵小説にしても漢字には

すべてルビが振られていたので、画数の多い難かしい言

葉でもすらすらと読むことができた。友達と遊べない時

間は読書で過ごしたことが多く、私たちの世代が漢字や

難しい言い廻しに強いのはこのせいだったろう①

4.中学校時代の学習

中学校に入ると私自身の学習に対する取り組み方がが

らりと変わった。「タロることは楽しみなりJと いう言葉

もあるようだが、人文系、自然科学系いずれの教科も、

今まで知らなかったような高度の知識が、私たちの生活

に身近に結びついていることを習得できて興味津津であ

った。薪害1り におけるくさび現象や、重い物を動かすと

きのてこの原理など、日ごろ行っていた作業の理屈がよ

く理解できたことなど好例である。

しかし小学校の時と違って話の内容が高級であり、学

習量も多いので教科の進み方も早い。教室内だけの学習

では全てを理解することはとても無理であることを悟っ

た。先生方は復習するよう指導されていたが、私の性分

として一度学習したことをこつこつ勉強するという復習

にはあまり熟が入らず、初めて知ることの喜びを味わえ

る予習の方に力を入れた。それによって教室での先生の

講義にも親しみを覚えたし、理解も深まったような気が

した。

5.放課後の楽しみ

小学生時代を遊びに徹 してきた私が、中学生になって

急に勉強家になりきれる訳がない。遊びも大好きだった。

学習は一人でもできるが、遊びやいたずらには仲間が必

要である。次々と新しい遊びを発想する遊びの天才のG

君、好人物で遊ぶことなら何でも付き合ってくれるH君

などが放課後の親友だった。農家から農耕用の馬を借り

出して早駆けしたり、振 り落とされたり、ある時は馬が

勝手に麦畑に入り込んで麦を食い荒らしたり、汗顔もの

の思い出も数限りなく浮かんで来る。

よく学び、よく遊べを旨とした。先に遊び始めると面

白くて止められないから、学んだ後で心置きなく遊ぶこ

とにしていた。乗馬や山遊びは休日が主だったが、週日

は夕方から宵にかけて翌日の予習をすませ、夜更けてか

ら悪童連の1留 り場になっていたG君の家に出掛けるのが

日課だった。 2階の窓から川縁の映画館や楽器店などの

盛り場を望むことができ、解放的な気分に浸 りながら学



校の噂話や人生について喋くっていた。深夜、皆で近く

の銭湯で多少あか臭くなった最終風呂で温泉気分を想像

しながら、憧れの旧制高校寮歌などを放吟したのも楽し

い思い出であるが、G君もH君 も今は鬼籍に入ってしま

った。

若いころは体も頭も活力があるので時間の使い方もう

まかったらしく、 1日 も 1週間もかなり充実していた。

学習や友達との遊びのほかに部活や読書にもたっぷり時

間を使うことができた。喧嘩に負けたくない一′いから柔

道部に入り、本人は全然強くなれなかったが、たくまし

い先輩や同級生に恵まれ、力強い思いで中学生活を過ご

すことができた。

読書も万ヽ学生時代の混画や講談から卒業し、文学青年

ぶっていた年長の従兄の影響を受けて夏目漱石はもちろ

ん、田山花袋や泉鏡花なども読みふけり、呆てはトルス ト

イやシェークスピアなどのタト国文学全集まで手を仲ばし

たが、どこまで理解できていたかは怪しいものである。

6.担任の先生

再び話を学習に戻すが、私たちのクラスは比較的数学

に強い連中が多かったように思う。2年の春から数学の

奈良寿雄先生が千葉県から渋中に赴任されて私たちの学

級の担任になられた。当然、数学は奈良先生に御指導い

ただいた。当時の数学の教科書は 1学年と2学年で 1冊、

3学年から5学年までの分で 1冊だったと思う。奈良先

生の教え方は大変ユニークで、その章の基本的事項だけ

を分かり易く、みっちり教え、「わかったかJと 聞くか

ら生徒は「わかりましたJと答える。「それでは先に進

もう」ということで、 5学年までの分が3年生のうちに

すべて終了してしまった。その後は比較的易しい問題集

が与えられ、各自のペースで進めるよう個々に指導され

た。易しい問題を自分で解くことによって基本的事項が

どのように応用されるかの理解が深まり、さらに高度の

問題への挑戦も可能になった。最も高級だと評判の岩切

(著者の姓)の代数と幾何の参考書もかなりの余裕でマ

スターすることができた。奈良先生は今も千葉県で御健

在である。

2学級だったのでもう一方のクラスの担任は今は亡き

美術の長野万先生だった。最近、シルバーサービスで都

内の美術館を無料で観賞したり、海タト旅行で著名な美術

館を訪問したりする時、多少なりとも芸術を理解できる

ような気分になれるのは長野先生の薫陶のたまものと感

訪|している。

7.戦時色

私たちの学年の標準生年は大正15年である。生まれて

間もなく年号が変わり、正に戦前唱われた「昭和の子供

よ僕達はJである。「サイタサイタ」に始まる国語読本
は軍国主義教育の表徴であるような文章を目にすること

もあるが、私の体験では小学校でも中学校でも誰一人

「戦場へ行って華と散 りなさいJと言われた先生はいな

かった。教科書の中身を思い出してみても、誤つた歴史

観や世界観の記述はあったが、極端な軍国主義に走らせ

るような文章は私の記
′
1意にはない。にもかかわらず、昭

和 6年の満州事変、昭和12年の日中戦争、昭和16年の大

平洋戦争と否応なしに戦時色が濃厚になり、私自身も国

のためには死なねばならぬと覚悟するようになっていっ

た。それは学校教育によるのではなく、例えば新聞社の

懸賞当選歌や映画挿入歌などの過激な戦意高揚の歌詞が

私たちを軍国少年に誘い込んで行ったように、社会の風

潮、とくにマスコミの影響が大きかったのではないかと

思っている。

8.勤労奉仕

私たちの中学時代で特記すべきは社会奉仕活動であ

る。戦争のために働き手が応召された農家の手伝いが中

心であったが、おかげで麦踏みに始まり、麦刈 り、田起

こし、田植え、稲刈 り、芋掘り、大根引きと一応の野良

仕事を体験した。中学 3年の時だったから昭和16年の夏、

大戦開始の寸前で食糧米の不足が深刻になりつつあった

ころ、車津の奥の白根山中腹の熊笹が一斉に実をつけた。

米と同質の澱粉であり、しかも60年に一度の事とて天祐

ではないかと喜ばれ、夏休みの最中ではあったが、学校

からの呼び出しに応 じて勇んで笹の実採集に出かけた。

1週間、草津に滞在したが生徒にとっては再びの天祐。

連日の雨降りで笹の実採りの山登 りは一日半だけで、あ

とは温泉宿で楽しい夏休みを過ごすことができた。

昭和18年の 1月 には榛名湖で明治神宮大会 (今の団体 )

のスケート競技が行われた。県下の中等学校の高学年の

生徒が湖畔で合宿し、リンクの雪払いや雑巾掛けを命じ

られた。昼間だけでなく、夜半に雪が降り出すとたたき

起こされた。その年の3月 上旬に旧制高校の入学試験を
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控えていたのだから、今だったら教育ママが怒髪天を衝

く大事件になったろうが、当の本人は受験勉強から解放

された気分でアルバイトを楽しんでいた。

9.受  験

当時も受験雑誌に熱中したり、夏休みや冬休みに東京

の予備校で勉強する受験生もいたろうが、私自身は文部

省の定めた中学校の教科をきちんと理解していれば、文

部省の監督下で行われる国立 (あのころは官立)の入試

は合格できるものと素直に信じていたので、特別に取り

立てての受験勉強は行わず、数学にしても英語にしても

定評のある参考書の問題を自宅でクイズを解くような気

分で学習していただけだった。やはり私の予想通り、氷

磨きから2カ 月後の旧制新潟高校の入試に合格できた。

当時の中学校は 5年制だったが、私たちのクラスからは

旧制高校 (帝国大学つまり国立総合大学の教養課程のよ

うな学校)に 2人、陸・海軍の士官養成学校 (陸士・海

兵)に各 1人、高等商船学校に2人の計 6人が 4学年修

了で進学している。今、同窓会名簿の中学20回のわが友

のilttlを 見ると、卒業後直ちに家業を継いだり、実業界に

進んだ連中も渋中精神を発揮 して、堂々と社会に貢献し

ているし、進学率から見ても全国有数の名門校と比べて

逐色のない実績を示している。いうまでもなく進学は人

生の一里塚に過ぎず、社会に出てからが本番であるが、

思わず大声で自慢したくなるような素晴らしい同級生も

たくさんいる。

私は大学卒業後、技術開発の道を進み、敗戦からの復

興、高度成長そして現在の不透明変動時代と共に歩いて

来たが、渋中時代に「よく学びよく遊べ」を遵守したこ

と、よい先生とよい友達そしてよい環境に恵まれたこと、

さらには質実剛健・明朗快活の校訓が今でも渋中精神と

して心身に染みついていることなどが人生の支えだった

と確信している。

10,東京同窓会

最後になったが、東京同窓会の近況を紹介する。 3年

前に前会長の木暮岡↓平先輩 (中学18回卒、電通相談役)

から私が会長を引き継ぎ、本部役員、母校職員の多大な

応援を得ながら、顧間、副会長、総務・会員・財務・親

睦の 4部門の担当役員および年次幹事で会の運営の充実

と会員間の連絡を図つている。特に狩野征次事務局長

(高校 8回卒、プロネー ト社長)の献身的な奉仕には会

員一同深く感謝している。東京同窓会は東京・埼玉・千

葉・榊奈川の首都圏在住の約2,500人 (平成10年版同窓

会名簿による)の同窓生を会員とし、母校との連絡を保

ちつつ、会員相互の親睦と向上を図ることを目的として

いる。毎年 3月 の総会には本部役員や母校校長も迎え、

毎回約100人 の会員が出席、引き続いて行われる懇親会

では世間話や思い出話、情報交換から商談までと何でも

自由に上州弁で語 り合える気軽な雰囲気を楽しんでい

る。夏には会員の家族や渋川女子高校同窓会の有志も多

数参加する夏季納涼会を開催している。去年 (1999年 )

は総勢160人で、晴海埠頭に碇泊中の豪華客船「日本丸」

で湾岸の夜景と世界一流の料理も楽 しみ、大盛会だっ

た。

渋高同窓会の益々の発展と東京同窓会への御協力に期

待して筆をおく。

スポーツに見る昭和 18年
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昭和 16年 12月 8日 勃発 した太平洋戦争も3年 目に突

入、戦況は激化、必ずしも日本に利あらず進展した。山

本五十六連合艦隊司令長官の戦死 (4月 )、 アッツ島日

本軍守備隊 (山崎部隊)の玉砕 (5月 )、 遠藤部隊 (郷

土出身者で編成)がダンビール海峡で全減という戦局下、

戦意高揚の決戦標語「撃ちてし止まん」を全面に掲げ、

国民の志気を鼓昇し、決戦態勢への気逗を高めるべく学

校にもいろいろな指示、命令、規制が出された。学校で

もそれらの姑応策についてどんなにか頭を悩ましたこと

だろうと推測される。正に戦時体制下の学校運営のあり

方を問われる時代に入つていたのである。スポーツにお

いても輸入スポーツは廃止され、種日、競技会等すべて

戦時色強きものに改定され、実施されるようになった。

この年、スポーツ関係で体験したいくつかの思い出を

たどり、中学校時代最後の年を振 り返ってみたいと思

う。

◎明治神宮国民錬成大会 (冬季大会)

昭和18年 1月 22日 から24日 まで右の大会が榛名湖で開

催された。大会の3日 間は、たまたまスケート (フ イギ



ュア)を持っていた関係で補助員 (連絡員)に指定され

た。着順票と計時票を記録室 (氷上のテント)へ運ぶ係
だつたので身近で選手達の言動を見ることができ、何か

親しみを感じ、とても楽しかった。今でもあの場面が浮

かんでくる。

印象深かった選手では菅原和彦 (苫工生)内藤晋 (明
大)山下勝久 (早大)広川孝昌 (朝鮮松都中生)の名が

あげられる。特に菅原と広川は中学生でありながらよく

健聞した。菅原は10,Ooo(万優勝、広川は1,500(万、5,000(万

の 2種 目に日本新記録を樹立して見事優勝という快挙を

成し遂げた傑物であった。女子は縄手満喜子 (満州)が
圧倒的に強く、個人優勝も果たした関係からか他の選手

の印象は薄い。黒のユニホーム姿の糸亀手は正に王者の貫

藤十分な選手だった。なんといっても圧巻は錬成的、戦

技的種目として考え出された耐久レースであった。

〇コースは 1周 2,500千「、整備不十分。

〇滑走距離は15,000(「、コース 6周。

〇重量物は各自 5 1tgを リュックで背負う。

〇競技方法は団体地区対抗、北海道、東北、関東、中部、

朝鮮、満州の 6地区で、 1チーム 5人編成。

30人の戦士が同時出発で出発点をとび出したが、その

壮観さは従来のスケートの観点から遥かに飛躍したもの

で、水上大会には珍しい壮絶という感じがした。正に戦

時色の強い、国民錬成大会にふさわしい競技であった。

戦後スケート界の復活は目ざましく、昭和22年から国体、

23年からインカレがスタートした。内藤、菅原は国体で

4連勝、菅原 (日 大)はインカレで 3連勝を呆たし、世

界へと羽ばたいた。昭和26年内藤はダボスで行われた世

界選手権500f層で43秒 0で見事優勝、世界のスプリンタ

ーとなった。昭和27年菅原は第 6回冬季オリンピック

(オスロ)に 出場。10,o00(万 で見事第 7位 と健闘した。
このころから、特に日本選手の活躍に興味を持ち、新聞

記事を見るのが何よりの楽しみになった。あれから何年

経ったのだろうか。今でも日本選手の活躍をテレビや新

聞で見るのが何よりの楽しみである。

◎剣道段位制が等イ立制となる

昭和18年 4月 のある日、中野秀雄君 (中郷出身)と こ

んな会話をしたことがある。いよいよ中学校生活最後の

年だ、有意義な 1年を過ごしたいな。ところで剣道も5

年間習ったのだから、せめて初段を取って卒業したいも

のだと二人の意見は一致した。早速剣道部の仲間に入れ

ていただき準備を進めた。時に戦局も激化、武道の戦場

化が叫ばれ、戸外試合が奨励される時代であった。既に

昭和17年 3月 には大日本武徳会会長に東條英機首相が就

任し、戦時色の強い組織つくりは完了していたのである。

昭和18年 4月 、従来の段位制を廃し、等位制とし、 5等

(初段)……Ⅲl等 (5段 )と なり、称号は、範士、達士、

錬士としたのである。昭和18年 6月 27日 、等位制になっ

て初めての審査会が前橋の武徳館で行われた。その意義

ある大会に2人は出場し、見事念願の合格を果たし、喜

びを噛みしめたものである。たまたま群馬県剣道史にこ

の日の受験者数、合格者数が次のように載っていた。

1等 (な し)、 2等 (17人で 3人合格 )、 3等 (41人で 9

人合格 )、 4等 (107人で69人合格 )、 5等 (373人で162
人合格 )、 総計438人受験、243人合格。このことは、中

学校時代の貴重な思い出の一つである。この時取得した

5等 (初段)が土台となり、戦後復活した剣道にも足を

踏み入れ、昭和55年 11月 14日教士の称号を授与された。

現在は教± 5段であるが、稽古の方は休眠状態である。

◎手椙弾投げと私

昭和18年 9月 12日 、中等学校青年学校訓練体育大会が

沼中を会場にして実施された。参加校は、渋中、沼中、

利根農、中之条農と利根郡、吾妻郡、群馬郡 (北部)の

青年学校の代表。種目は、戦場運動、剣道、柔道、銃剣

道であった。大会の名称、内容、共に戦意高揚をねらっ_

ての大会であり、正に戦時色豊かな行事であった。私は

戦場運動の手招弾投げに出場して第 2位になった。銃剣

道は渋中が圧倒的に強く第 1位だった。永井長治君、金

井美晴君、村上勇君の活躍力゙膜かしく思い出される。当

時青少年の総合的な体力増強をねらって制定された体力

章検定、種目は 6種 目で、loo(万走、2,000(「走、走 り幅

跳び、重量運搬走、手摺弾投げ、懸垂であった。 3段階

制になっており上から上級、中級、初級と各種目毎に規

定されたタイム、距離、回数があり1種目でも落とすと

その級に判定されるという厳しいものであった。

同級生で上級取得者は、浅見道雄君 (故人)と 私の二

人 (共に庭球部)、 しかも4年生、 5年生と2年連続取
得ということで同級生からはうらやましがられたもので

ある。 4年の時のバッジは銅を主体に作られておりどこ

となく重量感があったが 5年の時のバッジは、ジュラル
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ミン主体のため軽々しく価値のない物になった。これも

物資不足の折、止むを得な
いことだったのだろう。同級

生たちは手摺弾投げと重量運搬が一番苦手だと言って
い

る者が多かつたが、私はこの 2種日、簡単に上級をクリ

ァすることができた。上級の合格ラインは45(「だつたと

思うが常に55伍以上は投げていたと思う。手相弾投げは

軍隊へ入隊 (昭和20.6.10。 東部第38部隊
～高崎～)し

ても自信を持っていた種目の一つだつた。入隊して間も

なく中隊内で班別対抗の競技会が開催されたが、私は手

摺弾投げに出場、見事第 1位 となり班長に喜ばれた思い

出がある。手相弾投げと私の思い出は、ほかにも沢山あ

る。労しないで勝てる手相弾投げは、私の大好きな種目

だった。

◎佐藤次郎選手胸像の供出と庭球部の廃部

伝統ある渋中庭球部出身の第一人者、佐藤次郎選手

(世界第 3位にランクされた)、 の功績を讃え、建立され

た胸像の除幕式が行われたのが昭和10年 7月 鶏日であつ

た。それから8年の間、渋中のシンボルとして、校地南

東の隅でテニスコート、校舎を見つめ続けながら母校の

発展を願っていたのである。その胸像が 7月 17日 には戦

時物資として供出されることになり、壮行式が行われた。

勝つためにはといいながら、もったいない事をするなと

思わずにはいられなかった。胸像とお別れの記念撮影と

いうことで撮ったのがこの写真、今となっては貴重な写

真である。

中央無帽で鉢巻き

姿が私、次郎選手の

甥の忍君の顔 もあ

る。今は亡き同級生

二人 (中野秀雄君、

島田秀興君)と 下級

生の面々である。

この写真を見る度

に当時の事を思い出

しとても懐か しい。

開校以来花々しく活

躍し、幾多の名選手

を生み出してきた渋

中庭球部、廃部直前

の写真である。

9月 13日 胸像供出の日、 2学期より伝統の庭球部は廃

部となり渋中庭球部の火は消えた。部員はそれぞれの道

を歩んだ。私も卒業までのわずかな期間、戦場運動種目

に興じながら、放課後の時間を過ごした。庭球部さよう

なら。世相は決戦標語「撃ちてし止まん」と共に戦争へ、

戦争へと流れていたのである。

〇参考文献

渋高50年史 。昭和史全記録・群馬県剣道史

日本のスケート発達史

怖そうでl憂しかつた先生方

佐藤次郎選手胸像供出

伝統の庭球部廃部直前の写真

(昭和18年 7月 )

旧制中学20回卒 南 雲 香 伺

母校創立80周年、おめでとうございます。

記念誌をつくるので、回想を寄せよ、とのご指示をい

ただきましたが、私が、群馬県立渋川中学校へ入学した

のは、いまを去る60年前のことで、記憶は既に「雲か霞J

の彼方に、それもかすかに見えるくらいで一一呆けてき

てるんだろう一一と言われるかも知れない、まことに′とヽ

許ない一文になると思いますが、お許し下さい。

想えば随分と昔のことで、同窓会々員名簿を眺めても、

われわれ20回の卒業は少しページを繰るとすぐに出てき

てしまう。名簿の隅に辛うじて載っているという感じ。

私たちのころは定員100人 (ニ クラス)ニ クラウスで

はありません。

ですから、この記念誌を手にする大部分の方々には、

どこかの学校の昔語りのようで、ご理解に苦しむことも

あるでしょう。

昭和20年 (lM5)よ り前のことで、時代錯誤は承知の

上で、先生方のことなど少し誌すことにいたします。

昭和12年 (1938)7月 7日 、中国北東部の「慮溝橋J

爆破事件に端を発した「日支事変J…のちに日中全面戦

争に拡大…から2年後の昭和14年 4月 、私は晴れて群馬

県立渋川中学校に入学を果たした。

明治村 (現吉岡町)に育った田舎者の私にカルチャ

ー・ショックはその入学式を待たずにやつてきた。

合格発表の日に、自分の受験番号を発見して、喜びを

胸に校門を出ると、待ち構えていたのは、旦那風から小



僧さんたちまでが、「おめでとう、おめでとうJと 叫ん

で、手に持ったチラシを渡すではないか。

手にしてよく読むと、制服や教科書・文具・鞄・靴の

注文をもらうためのものでした。

当時、制服や草靴は既製品は無くて、全部オーダー・

メイドだった。そのころの子供にとって、注文服や注文

の草靴などは、夢のようで、まさに青天の癖屋だった。

ところで、待望の注文制服は入学式に間に合うはずも

なく、いま考えても思い出せないので、青木三策君に電

話で確かめたところ、「俺は兄貴のお古だったからね」

との返事だったので、私も兄貴のお古で、注文服の最初

は霜降りの夏服であったのだと思います。

さて、入学式も無事に済んで、緊張して「 1年東組J

の教室に入り、先生の指示でそれぞれの机が決まり、着

席した。

そこで先生が、「私がこのクラスの担任である」と、

いろいろ新入生の心得や注意を述べられ、おおかた終わ

つたところで「ときに、お前たちに尋ねるが、嫌いな学

科があるか? あったら遠慮なく言ってみろ」。教室は
シーン。先生はさらに、

「だれも何も言わないところをみると、皆嫌いな科目

はないんだなJ

とタタミこんでこられた。

そこで、オズォズと手を上げたのが小生

先生 「立って言ってみろJ
小生 「ハイ/ 図画ですJ
みるみる、髭を立てた色白の顔が紅潮してきて、

先生 「理由を言え。′」と大音声。
困ったことになってきたけれど、仕方ない。

月ヽ生 「思う通りに描けないからですJ
先生 「当り前だ、お前たちが思い通りの絵が↓苗けてた
まるか。おれは絵の先生だJ

しまったと思ったが、すでに後のまつり。

小生「スミマセンJと平謝り、こともあろうに渋中一

怖い (別名・ブルドック、略で、ブルと言われた)と 呼

ばれた図画工作担当の長野大原先生その人だったのです

(大原先生のご子息孝夫さんは全日制 1回卒です。もう

一度、孝夫さん「スミマセン」)。 村の先輩の上級生には、

アトが怖いゾーと忠告される始末でした。

その当時の中学校で家庭訪間という制度があったかど

うか知らないが、その後いち早く小生宅へ長野先生が現

れ、父とかなり長時間話し、やきものを作っている父と

何か通じるものがあったのでしょう。先生も父も、その

件については一言も無いので、かえって気になって仕方

がなかった。間もなく4月下旬 (?)恒例の開校記念日

行事の全校マラソン大会が開かれることになった。

新入生であるわれわれに、マラソンについての注意を

し終え、解散の声と同時に、

「南雲、チョット来い」

いよいよ何か言われるのかと怖れながら、前に立つと、

先生 「お前は走らなくていいよ」
小生 「どうしてですかJ
先生 「お前、心臓が悪いそうじゃないか。お父さん
が、そう言っていたぞJ

この先生の一言で、私は5年間開校マラソンは全部不参

加で通し、 5年の時、ゴールで記録を書いている所に先

生が見えて、「一度も走らずに卒業になるのは、君が初

めてだよ①君力浦己録をつくったね」と大笑しておられた

のが、すごく印象に残っています。

それにしても、自分が70歳過ぎても満足のいく作品は

出来ないもので、また、出来ないからこそ、一生追い求

めて続けてゆけるのが芸術の道なのだとおっしゃった長

野先生との出会いを思いだします。

はじめに述べた通り私たちは、戦争下の 5年間、渋中

生活を送ったので、取り巻く社会の環境は年々ではなく、

月単位で変化してゆくような気がしていました。

金銀銅の供出から、寺院の鐘楼から梵鐘を下ろして工

場へと運ぶ①食糧は砂糖が最も早く失くなり、今川焼の

刀ヽ豆餡がさつま芋の餡に化けたり、万事がこんな風に変

化するのに従って、農家への勤労動員で、米や麦の穫 り

入れや種蒔き等、いまの部活の代わりみたいなもので

す。

5年生になると別荘行きです。本校舎から離れた白亜

のモルタル塗り (当時としては珍しかった)平家の 2つ

の教室だけある、小さな建物です。

そのころは、何しろ皆若い者ばかりのこと、年中腹ペ

コで、弁当は10時ごろに食べ、多くの者は半分残して昼

にそれを食べるのだが、lo時に全部綺麗にしてしまった

者は昼飯が無い。そのうちに誰かが、学校の上の方、伊
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香保と原町方面
の道の分かれ目辺 りに、「だんご」を売

ってぃる店があると言う情報をもたらした。何人かが、

昼休みに校庭から抜け出して「だんごJを買いに行つた

ところ、売り切れ……。10時ごろでなければ駄目だとい

うことだが 1ヽ0分休みではどうしても行ってこられない。

元気の良い誰だつたかが、窓から授業中に出て行ってし

まつたo幸いに窓をまたいで、すぐに外に出られる (よ

うになつていた)ので、先生が黒板に向かって、書き始

めるのと同時に、ヒラリと行つてしまった。翌日からは

皆でお金を出して買ってきてもらっていたが、たちまち

にエスカレートして、中学生が全部買ってしまうと噂に

なつたらしく、これが先生に知れるところとなってしま

った。

当時の担任は奈良寿雄先生 (数学 。現在千葉県成東町

で御健在)が、ある日、昼の弁当が終わった時

「君たち、授業中に団子屋へ買いに行くそうじゃない

か」

生徒は無言……。

「天網オ1灰々、疎にして漏らさず。と言ってね。君たち

の誰かが毎日のようにだんご屋へ入るのを、黒岩先生

(剣道)の奥さんが、裏の窓から見ていて、先生から私

に知らせてくれたんだJ

生徒、シーン。

「黒岩先生が、ソッと私に報らせてくれたからよかっ

たけれど、校長先生にでも告げられたら、みんな停学ダ

ゾ」

頭を垂れたまま・…・・。

「それにしても、私に内緒で『だんご』を食っている

なんて、ひどいぞ。先生にも教えてくれよ」

ここで教室中大爆笑。

以後、だんごはピタリと止めました。

こんな優 しさのある奈良先生が、大変な硬骨漠であつ

たと知ったのは、卒業して幾星霜、10年 くらい前のこと、

東京在住の青木三策君ほかに、郷里からの参加者を含め

19人で、千葉県 。九十九里浜の宿に奈良先生を囲む会を

開いた、その宴席でのこと。

「われわれが 5年生の時は昭和18年、アメリカを中心

に英・仏・蘭その他の連合軍と日本の戦争は苛烈tな戦況

にあった。当時、各学校 (中等学校・大学 。高専等全部

に)に軍から配属将校が来ていて、軍事教練が正科であ

った。わが校には近藤大尉なる野戦帰りで、右手の指 3

本吹き飛ばされている人力潮己属されていたが、余りにも

恐怖の軍事教練なので、こともあろうに、われわれ 5年

西組が、教練の時間を批半Jして、サボタージユをしたの

です。怒った近藤大尉は、クラスの90%以上に丙・丁の

評価を下した。

注 通知表の記載記号

甲 乙 丙  丁   (われわれのころ)
|| || ||  ||

優 良 可 不可  (後 に変更)

後にこの評価は訂正され、格上げされたが、どうして

なのか、われわれにはその間の事情は一切知らされてい

なかった。

宴席で奈良先生に、その件についてお伺いした、とい

う訳です。

先生  「そんなことがあったね。アレは大変困つてし

まった問題で、というのは、君たちが間もなく

軍隊に行って、教練の点が悪いと幹部候補生に

なれないんだ (将校になるための軍隊内の制

度)。 あのころの配属将校の権威は校長さんで

も適わないくらい強くてね。だから、私は先生

を辞めさせられるのを覚悟の上で、近藤大尉と

やり合って、ようやく翻意してもらったんだよ

ね」

とのお返事。半世紀近く経って謎が解け、先生の温 1青

に改めて感激したものです。

5年生になった時 (昭和 18年 4月 )、 国語の小松恭己

先生が着任されました。

全 く先生らしくない気さくな方で、友人等と何度もお

宅へお邪魔して、美味しいお菓子 (こ のころはお菓子は

極めて貴重になっていた)な ど、奥様 (千年夫人 。現在

90歳で子持村北牧でご健在)か らご馳走になったものだ

が、先生は長らく県の学務課におられ、現場の教師をす

るのは初めてであったとか。月ヽ松先生の想い出について

は、長いおつき合いをした下級生の方々にお願いすると

して、山形生まれの先生が遠く離れた群馬へ、どうして

赴任されたのか (級友の都九博君など昭和19年、米沢工

専に入学して、いつも夜行列車で渋川から一晩かかると

言っていた)不思議に思っていたものですが、10数年前

のこと、東京で一緒の会に居た浦野匡彦先生 (二松学舎

大学学長・理事長)に、会議終了後の雑談で、「先生、



二松学舎を出た小松恭己さんをご存知ですかJと お尋ね

したところ、先生いわく「知ってるなんてもんじゃない。

彼とは同級生で、親友なんだJ

そこで、どういう訳で、山形県人が群馬に落ち着くこ

とになったのか教えて頂いた。

先生いわく「それは俺のせいなんだよ。実は、卒業し

たら、この俺が、群馬県庁に勤めることに決まっていて

ね。ただ、前年に、官費の留学生試験を受けてあったん

だが、まさか合格するとは思ってもいなかった。それが、

卒業も間近になったころ、合格通知が来てしまった。俺

はあわてて、群馬県へ就職を断りに行ったが、いまごろ

になって、断られても困るとお叱言をもらい、急いで月ヽ

松に代役を頼んだ。そして気前よく、彼が引き受けてく

れたと言う訳です」で氷解/

因みに、群馬へ帰省するごとに、罪減ばしに、自転車

に乗れない小松先生を県庁まで迎えに行き、後に乗せて

は紺屋町 (い まは何町ですか)へ飲みに行ったそうで

す。

紙数をオーバーしているので、甚だ不得要領なはなし

を終わりにいたします。最後に、

「何事も、100年経てば歴史になるJ

と、司馬遼太郎さんも言っています。

わが渋川高校もあと20年で、消え去る′心配のない歴史

上の金字塔を打ち樹てることになる訳で、関係者の皆様

に、ご壮健で頑張つて下さるよう、切にお願いして筆を

摺きます。

灰 色 の 中 学 時 代
～いくつかの思い出～

挙げての奉祝行事なども行われた。今さかのぼって数え

てみると、母校創立20周年という年でもあったが、なぜ

かこちらの方は記念の行事などは何も行われなかったと

フ思う。

前年まで 1学年 2学級100人の定員であったが、この

年から 1学級増えて150人 になり、入学試験も内申書と

口頭試問、体格検査のみとなり、一番の頭痛の種であっ

た筆記試験が免除されて入学できたので、えらく得をし

た気分であったが、学力があっても内申書で落とされて

しまった受験生は不逗であったと思っている。体格検査

では運動能力検定もあり、徒競走や立幅跳びなどがあっ

たことを覚えている。

クラスは、従来の東組と西組に新たに「中組Jが設け

られて3ク ラスになったが、教室が間に合わず「中組J

の生徒は、校舎北側の薄暗い物置のような教室に入れら

れて、増築工事が完成するまで惨めな思いをしたもので

ある。

援農作業

日支事変 (日 中戦争)が始まって 3年が経過、物資の

欠乏も目立ちはじめ、米 味噌 砂糖など生活必需品が
切符制、配給制になってきた年の入学である。国では食

糧増産を叫びながらも、農家では働き手の主や男が軍隊

への召集を受けて出征してしまい、農作業には著しい手

不足が生じていた。

その手不足を補うため、遅れがちの農家に対し勤労奉

仕が割り当てられた。麦刈 り、稲刈 り、田畑の除草、芋

掘り、客土作業等々で、鎌の使い方、研ぎ方もおぼつか

ない生徒であったが、度重なる経験によって浅鍬、唐鍬、

テンガなど結構上手に使えるようになって、一生懸命に

汗を流したものである。

麦刈 りは稲刈 りと違って、麦穂の下方の≧をしっかり

とつかまないと鎌が滑る。うっかりすると指を切ってし

まい、痛い思いをしたこともあった。

薄く切ったコンニャク芋を竹串に刺して軒下に吊るす

作業などもあったが、芋の灰汁で手のひらが真っ黒にな

り、いくら洗っても灰汁がとれないで往生した。

ただ楽しみもあった。それは10時や 3時の休憩時間に

応援農家で接待してくれるじゃが芋やさつま芋のおやつ

であり、時にはお昼に「銀しゃりJの ご1馳走にありつく

こともあった。

十日常J中学21⑤回卒 深 井 正 昭

母校が創立80周年を迎えるという。記念誌の刊行で寄

稿の依頼を受けたので、戦時下、灰色の中学時代の思い

出をいくつかたどってみた。

日訂日15年の入学

昭和12年 7月 に勃発した日支事変 (日 中戦争)が泥沼

の様相を呈し、戦争の影がしだいしだいに暗く忍び寄っ

て来た昭和15年 4月 、憧れの渋川中学に入学できた。こ

の年は紀元2600年 という大きな節目の年に当たり、国を

30 母校への想い 31

行  軍
「遠足Jが「行軍Jに とって変わったのはいつからで

あろうか。昭和15年の 1年生の時は北橋村の木曽神社ヘ

の遠足もあったが、戦争の拡大と長期化から「教練Jの

科目のみが強化され、やたらと「行軍Jの行事も増えて

ぃった。

一番苦しく、欲にも得にも渡労困意したのは、全校生

徒で行われた「高崎護国神社を参拝する行軍Jであつた。

往復60キロ程だったか、今でも忘れられない寒くて厳しい

行軍だつた。学校出発は午前 3時か4時ごろだったと思

う。

伊香保からでは参加が無理なので親戚に頼んで泊めて

もらい、朝と昼の 2食分の弁当を作ってもらった。考え

れば親成でも迷惑であったと思う。渋川・高崎間の県道

に添つて行軍するのであるが、県道にはレールが敷かれ

チンチン電車が走っていた。昭和17年初頭の厳寒期だっ

たと記憶にあるが、深夜の出発は氷点下10度近かったの

ではないだろうか。しんしんと肌に凍みる寒さだった。

最初の小休止は「有馬」の停留所イヽl‐近だったと思うが、

寒くて足踏みをしていたものである。金古 (群馬町)の

市街地に入るに連れて電車のレールが県道の中央に敷設

されていることも知った。堤ヶ岡村 (群馬町)の高等小

学校に着いたのは午前 7時過ぎだったろうか。大休上し

て朝食をとった。しばらくして桑の粗柔薪で校庭に何カ

所か焚き火の輪を作って暖をとらせてもらえた。中学校

側の予定した措置であったのか、堤ケ岡村の方々の好意

であったのかは分からない。

護国神社には10時前に到着したと思う。参拝を済ませ

て帰途についたが、昼食はどこで食べたか記憶はない①

片足を引きずりながら、なんとか母校に帰り着いたもの

であった。

ほかにも細い山道を行軍する榛名登

山とか、荷重 しての20キロ行軍とか、耐

熟 耐寒行軍、武装行軍など、いろい

るの名目の行軍があって、軍事色の徹

底した鍛練を強要されたのである。

大雪だ スキーで通学
毎年 2月 の声を聞いて節分の前後に

なると、必ず大雪に見舞われる。「節分J

とは良く名付けたと思う。30ソ も積もると伊香保からの

チンチン電車は不通になってしまう。

通学の電車が不通であるから遅刻は大目に見てもらえ

る。上級生から「今日はスキーで行くから」と連絡が入

る。肩からのカバンが動かないように腰紐でしっかり結

わえ、スキーの身支度、スキーを担いで集合場所になっ

ている物聞橋に急ぐ。スキー通学はわくわくするほど楽

しい。第 1に始業時間を気にすることはない。第 2にス

キーを滑る楽しみがある。また、スキーを知らない級友

たちに対して優越感がある。伊香保からの通学生に許さ

れた唯一の特権ではなかったかと思ったものである。

全員が集合すると、下級生から一斉に滑降を始める。

滑り始めるや否やころんで雪まみれになる者、上手なテ

クニックで狐爽と滑る者、標高750(「から学校まで標高

差550(万、距離は 8キロだった。

六本松付近までは簡単に滑降できるが、御陰付近にな

ると、すっかり緩斜面になり、またベタ雪になって、ス

キーの滑走面に雪が張りついて滑らない。ス トックで雪

を払い落としながら悪戦苦聞の滑走になる。人幡宮あた

りまで降りると積雪量も少なくなり、スキーを脱いで歩

いた方が早くなる。

学校まで 1時間とちょっとでたどり着いたと記憶して

いる。

明治神宮スケー ト大会

戦後発足した国民体育大会に匹敵する第13回明治神宮

国民錬成大会冬季氷上競技会が昭和18年 1月 22日 から3

日間、榛名湖のスケートリンクで開催された。渋中は地

元の中等学校として氷上のリンク整備等を主力に、大会

開催の裏方である奉仕作業を県から依頼 (命令)さ れた

とかで、上級学年は厳冬の捺名湖氷上において、大会成

第13回明治神宮国民練成大会 会場の榛名湖で整備作業をする本校生 (日召和18年 1月 )














































































































































